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はじめに ～火山と照葉樹林の島々から～ 

伊⾖諸島は相模湾の南⽅海上にある⽕⼭島からな
る島々です（図１）。個性的な島々からなり、噴⽕で有
名な伊⾖⼤島（以下、⼤島）や三宅島、島全体が深い
森に覆われる御蔵島など様々です。植物には独⾃のも
のが多く、ハチジョウイタドリやオオシマカンスゲの
ように、島の名前が付けられています。伊⾖諸島植⽣
研究グループでは、2016 年に「伊⾖諸島の森と草原−
伊⾖諸島の植⽣ガイド−」（以下、伊⾖諸島植⽣ガイド）
を発⾏しました。伊⾖諸島植⽣ガイドでは、島を代表
する植⽣であるスダジイ⾃然林や雲霧低⽊林などに
ついて解説しました。本冊⼦では、伊⾖諸島の植物そ
のものに焦点を当て、特にその⽣態学的特徴について
解説します。なお、対象は種⼦植物（裸⼦植物と被⼦
植物）に限られています。シダ植物、蘚苔類などにつ
いては、今後の課題となります。 

伊⾖諸島は気候的には暖温帯に含まれ、照葉樹林
（常緑広葉樹林）が最も発達した植⽣となります。ま
た、伊⾖諸島の所属は東京都ですが、距離的に最も近
いのは伊⾖半島となります。伊⾖七島と呼ばれること
もありますが、現在、⼈が住んでいる島だけでも 9 島
あります。伊⾖諸島の範囲は、⼤島から孀婦岩（そう
ふがん）までですが、この植物ガイドでは⼈々が訪れ
ることができる範囲にある⼤島から⻘ヶ島までのや
や⼤型の島々を対象としています。 

噴⽕とともに⽣きてきた植物、豊かな照葉樹林や雲
霧林に⽣育する特徴的な植物、島独⾃の進化を遂げて
きた植物などは伊⾖諸島以外で観察することは容易
ではありません。また、島の植物を観察することで、
植物の⽣態や進化を学ぶことができます。本冊⼦は、
このような魅⼒ある伊⾖諸島の植物の⾒⽅を伝える
ことを⽬的として作成したものです。 

本冊子の構成 

本冊⼦は、伊⾖諸島の植物の⽣態学的な特徴をまと
めた「伊⾖諸島の種⼦植物の⽣態学的特徴」と、伊⾖
諸島の代表的な植物をごく簡単に紹介する「伊⾖諸島
種⼦植物図鑑」の⼤きく⼆つからなります。後者につ
いては、全体を網羅したものではありません。特に、
⼈⾥植物などについてはほとんど触れることができ

ていません。また、外来種についても、今回は記述し
ていません。シダ植物などと共に今後の課題となりま
す。 

種名と学名について 

植物の種名については、原則として「改訂新版 ⽇本
の野⽣植物 1〜5」（⼤橋ほか編、2015〜2017、平凡社）
に従いました。なお、⼀部の変種、品種等の扱いにつ
いては、⽶倉・梶⽥（2003-）「BG Plants 和名−学名
インデックス」（YList）に記載されている名称を⽤い
るあるいは併記しました。伊⾖諸島の植物は、島独⾃
の分類群がみられる⼀⽅で、本州とも近く、明確に分
類することが困難なものも多いと考えられます。本冊
⼦が準拠した資料は、伊⾖諸島の植物に関するガイド
ブック等で使われてきた種名や学名と異なるものを
含みます。今後の研究の進展次第では、さらに変更さ
れる可能性があります。本冊⼦もこのような学術的な
動向を把握し、定期的に改訂を積み重ねたいと考えて
います。 

本冊⼦を作成するにあたり、多くの研究者、学⽣、
⾏政関係者、伊⾖諸島の⾃然愛好家の⽅々にお世話に
なりました。この場を借りて御礼申し上げます。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1  伊豆諸島 

本冊子が対象とする島々の名前を示しています。 
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伊豆諸島の種子植物の生態学的特徴 
伊豆諸島のフロラ 

伊⾖諸島の植物の種数について、包括的に⽰した資料として、
鈴⽊（1956）があります。この論⽂では、伊⾖諸島の植物を⻑
年研究してきた常⾕幸雄博⼠の収集資料（常⾕（1931a）など）
をはじめとする植物相に関する資料をまとめ、各島の種数を⽰
しています。鈴⽊（1956）によると、⼤島から⻘ヶ島までのシ
ダ植物を含む種数は 1038 種、種⼦植物の種数は 907 種です。最
も多いのは、最も⾯積が広い⼤島の 557 種（種⼦植物では 511
種）です。ただし、当時未発⾒の種、外来種、分類学の進展があ
り、現状とは異なっています。⼀定の基準に従った新しい植物リ
ストの作成が望まれています。 

次に、伊⾖諸島に特徴的な植物についてです。図 1 は琉球と
⼩笠原を除く⽇本の植物区系を⽰したものです。伊⾖諸島は、
植物区系としては、富⼠⼭、箱根、伊⾖半島とともにフォッサ
マグナ地区に⼊ります（⾼橋 1971 など）。伊⾖諸島は、その中でも島嶼性の著しい地域として区別されます（常
⾕・⼤場 1968）。伊⾖諸島に固有な種、亜種、変種について着⽬すると、伊⾖諸島にも分布するフォッサマグナ
要素 57 種（亜種、変種含む）の内、25 種が伊⾖諸島固有とされます。また、⼤場（1990）は、およそ 65 分類
群を伊⾖諸島に固有または準固有の分類群（種、亜種、変種）としてあげています。 
 
伊豆諸島に特徴的な植物の分布様式 

 図 3 は、伊⾖諸島の固有種（亜種、
変種含む）から準固有種（ここでは、伊
⾖諸島と本州などの⼀部に分布する
種）の分布図を並べたものです。ハチジ
ョウコゴメグサやサクユリのように伊
⾖諸島に固有分布する種（変種）と、伊
⾖諸島に分布の中⼼があり、本州の伊
⾖半島、房総半島などにも分布する種
があります。 

伊⾖諸島は本州と陸続きになったこ
とがない海洋島とされ、両者は植物相が
異なっています。たとえばサクユリは伊
⾖諸島のみに分布し、隣接する伊⾖半島には分布しません。その⼀⽅で、イソギクやイ
ズノシマダイモンジソウは、分布の中⼼は伊⾖諸島ですが、伊⾖半島・房総半島にも分
布しています。島の⽣態系の成⽴を考えた場合、本⼟から島に移住した種とその進化だ
けでなく、島から本⼟に再移住した種とその進化も考える必要性が⽰唆されます。 
 
冷温帯・亜高山帯と関係する植物 

 暖温帯に属する伊⾖諸島は、基本的には暖温帯系（スダジイ、タブノキ、テイカカズ
ラなど多数）の植物から構成されます。その⼀⽅で、冷温帯・亜⾼⼭帯と関係する植物

図 2 日本の植物区系。高橋（1971）より作成 

図 3 伊豆諸島に固有または伊豆諸島に分布の中心がある種の分布。分布図

は高橋（1971）より作成。なお、サクユリは本州のヤマユリの変種とされ、イズノ

シマダイモンジソウは本州のダイモンジソウの変種とされる。 

図 4 御蔵島のマイヅ

ルソウ 
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の重要性が⼤場達之博⼠により指摘されています（⼤場 1971、1975）。たとえば、オオバヤシャブシの本⼟側の
近縁種であるヤシャブシ、ガクアジサイの本⼟側の近縁種であるヤマアジサイまたはエゾアジサイは、冷温帯の
構成種です。氷河期に本⼟（本州）から伊⾖諸島に移住した種が、その後、島で分化していった可能性が⽰唆さ
れています。また、御蔵島（851m）には、本州では冷温帯から亜⾼⼭帯にまで⽣育するマイヅルソウ（図 4）や
オオカメノキが⽣育しています。極端な隔離分布として着⽬されます。 
 
火山噴火とともに生きてきた植物たち 

 伊⾖諸島の⼤きな特徴の⼀つとして活発
な⽕⼭活動があげられます。三宅島は 2000
年、⼤島は 1986 年に噴⽕しています。この
ような噴⽕跡地に真っ先に侵⼊できる植物
として、オオバヤシャブシ、ハチジョウイ
タドリ、ハチジョウススキ、シマタヌキラ
ンなどがあげられます。この内、シマタヌ
キランが固有種、ハチジョウイタドリが固
有変種です。オオバヤシャブシは砂防緑化
に⽤いられる有⽤樹種のため、現在は本州
などでも広く分布しますが、⾃然分布は伊
⾖諸島とその周辺だったとされています。
このように、固有の分類群に⽕⼭活動と結びついた種が多いのも⼤きな特徴です。 

噴⽕直後の⼟壌が発達していない⼟地で⽣存するために、これらの種にはいくつか特徴
があります。オオバヤシャブシは他の植物が持っていない窒素固定能⼒を持ち、⼟壌では
なく、⼤気中の窒素を利⽤することができます（図 5、6）ハチジョウススキとハチジョ
ウイタドリは窒素固定能⼒を持ちませんが、根を発達させます（図 7、8）。また、ハチジ
ョウススキは窒素を効率
的に利⽤する能⼒がある
ことも指摘されていま
す。 
 
自然林や雲霧林の植物 

 温暖湿潤な気候条件
下にある伊⾖諸島の極
相林は常緑広葉樹林（照
葉樹林）です。照葉樹林の成⽴域は古くから⼈間活動が活発な地域であり、本州などでは
⾃然林の残存⾯積は⾮常に⼩さいです。伊⾖諸島の照葉樹林も⼈により利⽤されてきま
したが、それでも本州と⽐べ、⾃然林がより多く残存しています。その多くは神社林です
が、御蔵島では広⾯積の⾃然林が島全体として保存されています。そのため、伊⾖諸島の
照葉樹林には本州などでは地域的に絶滅した植物や⼤きく減少した種も⽣育していま
す。また、伊⾖諸島の照葉樹林に関する気候的特徴として、降⽔量が多いことともに、雲霧が発⽣しやすいこと
があげられます。以上のような特徴から、ラン科植物、シダ植物、腐⽣植物、着⽣植物（図 9、10、11）が豊富
です。また、これらの種には、九州や琉球との共通性もみられます。 

図 5 三宅島の 1983 年溶岩上で旺盛に生育す

るオオバヤシャブシ。ハチジョウイタドリとハチ

ジョウススキも見える。 

図 6 オオバヤシャブシ

の根粒。 

図 7 三宅島の 2000 年噴火の火山灰上に生育していたハチジョウスス

キ。根を広く水平に広げている。 

図 8 三宅島の 2000

年噴火の火山灰上

に生育していたハチ

ジョウイタドリ。根を

深く伸ばしている。 
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⾃ 然 林 が 残 存 す る 伊 ⾖ 諸 島 は 、 巨 樹 の 多 い 島 で も あ り ま す 。 環 境 省 の 巨 樹 ・ 巨 ⽊ 林 デ ー タ ベ ー ス

（https://kyoju.biodic.go.jp/、2020 年９⽉参照）によると、スダジイ巨樹の上位 4 位までが伊⾖諸島のスダジイ
です。なお、1 位が胸⾼直径 6.2m（御蔵島）、2 位が胸⾼直径 6.1m（三宅島）、3 位が胸⾼直径 3.9m（御蔵島）、
4 位が胸⾼直径 3.8m（利島）となっています。 
 

海岸、風衝低木林、風衝草原の植物 

海岸、⼭頂部の⾵衝低⽊林と⾵衝草原には、森林とは⼤き
く異なる植物が⽣育します。固有性に着⽬すると、海岸の植
物には、イソギクのように伊⾖半島や房総半島にも分布する
種が含まれます。⼀⽅、⼭頂の⾵衝低⽊林や⾵衝草原につい
ては、ハチジョウコゴメグサ、ハチジョウオトギリ、シマキ
ンレイカなどの固有種が限られた場所に⽣育しています。こ
れらは、⽣息⾯積が極端に狭く、保全対策が必要な種です。 
 植物観察の点から⾒ると、海岸は群落⾼が低く、潮⾵条件
などに応じて多様な植物が⽣育しています。そのため多くの
植物を観察するのが容易な場所です。ハマカンゾウ（図 12）、
スカシユリ、ハマナデシコ、イソギクなどの花が季節に応じ
て海岸を彩ります。 
 
人里や道沿いの植物 

 伊⾖諸島の植物の特徴
として、⼈⾥や道沿いに
固有性の⾼い植物を容易
に観察できることがあげ
られます。例として、シマ
クサギ、シチトウタラノ
キ、シマナガバヤブマオ、
アシタバ、ハチジョウイ
タドリ、オオバヤシャブシなどがあげられます。 

図 9 御蔵島の雲霧低木林の着生植物。3 種

が着生している。オサランとマメヅタランは環

境省と東京都のRDB種（絶滅危惧種）、ハチジ

ョウウラボシ（シダ植物）は東京都の RDB 種。 

図 10 コウヤコケシノブ（シダ植物）に覆

われた雲霧林の樹木の幹（八丈島） 

図 11 コウヤコケシノブ（御蔵

島） 

図 12 海岸を彩るハマカンゾウ（大島 2019 年 8 月） 

図 14 図 13 の法面上に生育する伊豆諸島に固有性へ

の固有性が高い植物。ハチジョウショウマとシマヤマブ

キショウマは東京都 RDB 種。 

図 13 八丈島の法面 
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 図 13 の道路沿いの法⾯には、⼩⾯積内に固有性が⾼い種（準固有種などを含む）が 9 種⽣育しています（図
14）。法⾯が伊⾖諸島の植物にとって重要な⽣育地となっていることがわかります。⽕⼭の島々である伊⾖諸島
の固有種（変種）や準固有種（変種）は、攪乱跡地に⽣育する種が元々多いことと関係していると考えられます。 
 
伊豆諸島の植物の特徴ある変化 

 伊⾖諸島の植物の特徴ある変化として、ここでは以下の 7 項⽬をあげます。これらは、本⼟と島、島同⼠を⽐
較することで認められる変化です。 
(1) 葉の⼤型化 
(2) 葉の光沢の増加と無⽑化 
(3) 果実の⼤型化 
(4) 刺の退⾏ 
(5) 花の芳⾹ 
(6) 花冠の⼩型化 
(7) 島間の変異 
 以下それぞれを項⽬別に説明します。 
(1) 葉の大型化 

伊⾖諸島の植物は本州の同種あるいは近縁種などと⽐べ、
葉が⼤型化しているものが多くみられます。例として、落葉広
葉樹では、ラセイタタマアジサイ（図 15、本州は変種のタマア
ジサイ）、オオムラサキシキブ（図 16、本州内陸部では変種の
ムラサキシキブ）、キブシ（図 17、伊⾖諸島のものをハチジョ
ウキブシとする⾒解もある）、エゴノキ（伊⾖諸島のものをオ
オバエゴノキ(変種)とする⾒解もある）、常緑のツル植物では、
テイカカズラ（伊⾖諸島のものを変種のチョウジカズラとする
⾒解もある）があげられます。他にも、⼤きい印象があるもの
もありますが、⼤型化は全体に落葉広葉樹で多くなります。 

葉の⼤型化の要因は明らかにされていませんが、島は温暖か
つ降⾬量が多く、その⼀⽅で海洋性気候のため、夏は⾼温にな
りにくいといった気候的な要因が関係していると思われます。
このような気候条件は、植物にとって乾燥ストレスを受けにくい環境条件と考えられます。 
(2) 葉の光沢の増加と無毛化 

葉の光沢の増加は、伊⾖諸島の特有の変化ではなく、海岸植物全体に⾒られる傾向となります。クチクラ層を
発達させ、潮⾵に対する耐性を⾼めていることとなります。例としては、テリハノブドウなどがあげられます。
無⽑化については、潮⾵の影響と共に、⼩型の昆⾍などに対する防御効果（島では捕⾷者が少なく⽑による防御
をしなくてよいと考えることもできる。）などと関連している可能性もあります。 
(3) 果実の大型化 

果実の⼤型化はエゴノキ（図 18）、キブシなどで⾒られます。スダジイにつ
いても伊⾖諸島のスダジイが⼤型傾向にあることが指摘されています。 
 
 
  

図 15 三宅島と伊豆半島のタマアジサイ（三宅島はラ

セイタタマアジサイ）の比較例。 

図 16 三宅島のオオム

ラサキシキブの葉 

図 17 三宅島のキブ

シの葉 

図 18 エゴノキの種子の比較例（三宅島と茨城県） 
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(4) 刺の退行 

 伊⾖諸島の植物は本⼟のものに⽐べ刺が少な
いものが多くなります。刺は捕⾷者に対する物理
的な防御なので、伊⾖諸島にシカ、イノシシ、サ
ルなどの中⼤型の草⾷性哺乳類が⽣息していな
いことと関係していると考えられます。例として
は、タラノキとシチトウタラノキ（図 19）、カラ
スザンショウ、サルトリイバラなどがあります。
また、キイチゴ属については、カジイチゴとハチ
ジョウイチゴという刺を⽋く種（伊⾖諸島以外に
も分布）が広く分布し、カジイチゴは優占群落を
作ります。また、島間の相違も⼤きく、⼤島のタラノキは本州と同じ程度の
刺がある個体が多数を占めます。 
(5) 花の芳香 

 伊⾖諸島の植物は本⼟の近縁種に⽐べ、花の芳⾹が強くなるものがありま
す。例としては、ニオイウツギ（図 20、本州の変種ハコネウツギとの⽐較）、
ニオイエビネ（近縁種のエビネとの⽐較）があげられます。このような変化
は島と本⼟との訪花昆⾍の相違を反映していると考えられます。花の芳⾹を
利⽤して夜間に活動する蛾などが重要な訪花昆⾍となっているためという
指摘があります。 
(6) 花冠の小型化 

 シマホタルブクロで顕著にみられる傾向です（図 21）。こ
の傾向はハチジョウイボタやニオイウツギにも⾒られ、ハチ
ジョウイボタは変種のオオバイボタに⽐較して、ニオイウツ
ギは変種のハコネウツギと⽐較して花冠が短くなっていま
す。シマホタルブクロについては井上健博⼠により詳細な研
究がなされています（Inoue 1993 など）。シマホタルブクロ
の花冠の⼩型化は主たる訪花昆⾍の⼤きさと対応しており、
本州では⼤型のマルハナバチ類が主たる訪花昆⾍となって
いる⼀⽅で、⼤島を除く伊⾖諸島にはマルハナバチ類が分布していません。そのため、コハナバチなどの⼩型の
ハチなどが主たる訪花昆⾍となっています。このような、訪花昆⾍との適応進化の結果、花冠が⼩型化したと考
えられています。なお、⼤島にはコマルハナバチ 1 種が分布しています。関連して⼤島のシマホタルブクロは、
他の島のものより花冠が⼤きい、やや中間的な傾向となります。 
 (7) 島間の変異 

 島間で植物の形態等が異なることが観察されます。これらの相
違は、刺の退⾏や花の⼩型化のように、要因がある程度解明され
ているものや、要因を推定できるものもあります。その⼀⽅で、ま
だわかっていない変異があります。例として、サクユリとツリガ
ネニンジンをあげます。サクユリ（伊⾖諸島固有変種）には花に褐
⾊の斑がありますが、その数は個体によって異なります（図 22）。
例えば、神津島では斑の多い個体の頻度が⾼いのですが、最南端
の⻘ヶ島では、斑のない個体のみになります。ツリガネニンジン

図 19 タラノキ、シチトウタラノキの刺の比較例。千葉県と大島はタラ

ノキ、三宅島と青ヶ島はシチトウタラノキとされている。 

図 20 ニオイウツギ（三宅島） 

図 21 ホタルブクロ、シマホタルブクロの比較例。栃木

県のものは近縁種のホタルブクロ、大島と三宅島はシマ

ホタルブクロ。 

図 22 神津島と青ヶ島（撮影：荒井）のサクユリの

花の比較例。 
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については、通常の記載では、花柱が突出するのが特徴とされます。⼀⽅、伊⾖諸島のもの（ハマシャジンとし
て区別する⾒解もある）は、⼤島では突出するものの、神津島や三宅島では突出しません。いずれも訪花昆⾍と
関係していると予測されます。島間の変異については、今後の研究の進展に期待が寄せられます。 
 
植物と鳥の関係 

 伊⾖諸島には三宅島のようにバードアイランドとして知られる島も
あります。植物の果実は⿃の餌となり、植物に着く⾍も同様です。ここ
では、少し変わった例として、ヤブツバキとメジロ（図 23）、ヤマガラ
とスダジイ・エゴノキ（図 24、25）について紹介します。まず、ヤブ
ツバキとメジロについてです。メジロはヤブツバキ花の蜜を吸い、訪
花昆⾍のように花粉を運ぶ役割を果たします。ヤブツバキの多い伊⾖
諸島では、メジロがヤブツバキの花を訪れる様⼦を冬から春にかけて
よく観察することができます。 

⼀⽅、ヤマガラは、貯⾷⾏動を通じて、
植物と関わり合います。ヤマガラが餌と
する種⼦として、スダジイとエゴノキの
種⼦があります。ヤマガラはスダジイや
エゴノキの種⼦を樹上で器⽤に固定し、
種⼦を割って中を⾷べます。特にエゴノ
キについては有毒の⽩い果⾁を取り除い
て種⼦の中⾝のみを⾷べます。その場で⾷
べられると、樹⽊の⽅は全く利点が無いこ
とになります。しかしヤマガラは種⼦の多くをその場で⾷べるのではなく、地⾯などに貯⾷するので、樹⽊にも
利点があります。すなわち、貯⾷後、ヤマガラが⾷べなかった種⼦は発芽する機会を得ることになります。ヤマ
ガラによって貯⾷される種⼦には、より遠くまで運ばれるという利点があります。 
 
人と植物の関り 

 伊⾖諸島の植物には、⼈の⽣活と関りを持つものがあります。ここでは、4 例を
あげます。 
(1) アシタバ 

 伊⾖諸島を代表する⼭菜であり、栽培もされていま
す。新芽や新葉は、てんぷら、お浸し、マヨネーズ和え
などで⾷べることができます（図 26、27、28）。独特の
⾵味があります。栽培では、緑陰と⼟壌改良などを⽬的
として、オオバヤシャブシが使⽤されます（図 29）。 
(2) メダケ 
 メダケ（キボウシノとする⾒解もある）のタケノ
コも島では⼭菜として利⽤されます（図 30）。少し
苦みがあり「にがったけ」あるいは「にがたけ」と
呼ばれます。 
 
 

図 23 ヤブツバキの花とメジロ（三宅島、撮

影：津村） 

図 24 スダジイの種子を掴むヤマ

ガラ（変種オーストンヤマガラ）（三

宅島、撮影：津村） 

図 25 スダジイの種子をつつくヤマ

ガラ（変種オーストンヤマガラ）（三

宅島、撮影：津村） 

図 26 アシタバ（利島） 

図 27 アシタバのツナ・マヨ

ネーズ和え（三宅島） 
図 28 アシタバのナムル 

図 29 アシタバ畑（三宅島） 
図 30 メダケ（にがったけ）

を入れた煮物（三宅島） 
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(3) オオバヤシャブシ 

 伊⾖諸島では「はんのき」と呼ばれます。本種は
窒素固定能⼒を持つ樹種（図 6）として有名です
が、島では切替畑に利⽤されてきました（図 31、
32）。畑の地⼒が落ちると、本種を植栽して、森林
化させ、地⼒が回復した後に耕作を再開するとい
う⽅法です。 
 切替畑⾃体は近年では⾒かけることが少なくな
っていますが、オオバヤシャブシをアシタバ栽培
の緑陰に⽤いる⼿法は現在もよくみかけます。 
(4) ハチジョウススキ 

伊⾖諸島では⾺草と書き「まぐさ」と呼びます。
「かや」と呼ぶことも多いです。かつて、ハチジョウススキは本州にお
けるススキなどと同様に、屋根の素材、家畜の餌、緑肥など、幅広く利
⽤されてきたと考えられます。現在でも、畑の防⾵や緑肥、砂防緑化と
して⽤いられています。品種選抜なども⾏われ、典型的とされる「まぐ
さ」は、葉が幅広く、葉の縁にギザギザが、ほとんどないものになりま
す（図 33、34）。 
  

 

 
 
 
 
 
 

 
 

なお、本ガイドでは扱うことができませんでしたが、以上の他にも、ツゲ、ハチジョウグワ、ヤブツバキなど
多くの有⽤植物があります。 
 
島の植物の保全 

 以上、伊⾖諸島の植物の特徴と魅⼒的な⾯について述べてきましたが、ここでは、保全上の課題について述べ
ます。 
(1) 外来種対策の必要性 

伊⾖諸島をはじめとする海洋島の特徴の⼀つとして、本⼟と⽐べ種数が少ないこと、またその少なさには分類
群によって偏りがあることがよく知られています。まず植物⾃体ですが、例をあげると、ブナ科植物がスダジイ
を除いて分布していないことがあげられます。⼤島のシラカシなどは、⾃⽣の可能性もありますが、基本的には、
シラカシ、アラカシ、ウラジロガシ、コナラ、クリ、マテバシイなどの暖温帯に⽣育するブナ科を⽋いています。
また、すでに述べたように⼤型の草⾷哺乳類を⽋くことも特徴です。このような島の⽣態系は、ニッチの空きが
⼤きく、外来種が侵⼊しやすいとされ、その悪影響も⼤きくなります。島の⽣態系保全において外来種を持ち込
まないことが極めて重要です。 

図 31 切替畑のイメージ図（三宅島で聞き取りと調査に基づく。作物

については簡略化している。） 

図 32 オオバヤシャブシの切り株とサトイ

モ（三宅島 1990 年代） 

図 34 ススキ、ハチジョウスス

キの葉のギザギザの比較例。

茨城県のものはススキ。神津

島のものは路傍に生育してい

た個体（ハチジョウススキと思

われる個体）、三宅島のものは

耕作地脇に植栽されていた個

体（典型的なハチジョウスス

キ）。全くギザギザがない。 
図33 耕作地脇に植栽されたハ

チジョウススキ（三宅島） 
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次に固有性の保全の課題があります。島の植物は海により隔離されているため、固有種や固有変種以外の種を
含めて、集団として⼀定程度の分化をしていると考えられます。しかし、交配可能な植物を本⼟から持ち込むこ
とや、島間を移動させることは、遺伝⼦レベルでの固有性を低下させます。 
 しかし、伊⾖諸島においても上記の外来種の問題が⽣じています。哺乳類を例にあげると、⼋丈⼩島のノヤギ
（駆除完了）、新島のニホンジカ、⼤島のキョン、タイワンリス、タイワンザルなどです。特に現在問題となって
いるのは⼤島のキョンです。駆除事業が進⾏する⼀⽅で、希少種を含む多くの島の植物が依然としてキョンの⾷
害影響を受け、島内での絶滅が危惧されています。⼀⽅、⼋丈⼩島については、ノヤギ駆除が完了し、植物の回
復だけでなく、クロアシアホウドリをはじめ繁殖する海⿃の種数や個体数が増加しています。駆除には多⼤なコ
ストがかかりますが、効果があることが実証されています。 
(2) 盗掘の防止 

島の植物はもともと個体数が少なく、盗掘に対して脆弱です。⼀⽅、島の NGO や⾏政の活動、⾃然保護条例
の整備などによって、盗掘を防⽌させる圧⼒は⾼まっています。今後のより⼀層の対策強化が期待されます。 
(3) 調査研究と普及活動の必要性 

⽣態系を保全する上で基礎データは⽋かせません。伊⾖諸島については、研究が⼀定の速度で進⾏する⼀⽅で、
⼀定の基準で作成した植物リストなどの新しいものがありません。基礎研究が不⾜しているのが現状であり、課
題です。次に、島の植物の魅⼒を多くの⼈に理解してもらうことも⼤きな課題です。保全活動の輪を広げてゆく
上で、まずその魅⼒を伝えることができる資料、イベント、⼈材育成が重要です。伊⾖諸島植⽣研究グループで
は、これらの課題に貢献できるよう今後も広く活動を継続します。 
 
 

伊豆諸島の種子植物図鑑 
記載形式について 

ここでは、伊⾖諸島に⾃⽣する植物の内の約 160 種についてごく簡単に紹介します。種名については、原則と
して「改訂新版 ⽇本の野⽣植物 1〜5」（⼤橋ほか編、2015〜2017、平凡社）に従いました。また、⼀部の変種、
品種等の扱いについては、⽶倉・梶⽥（2003-）「BG Plants 和名−学名インデックス」（YList）に記載されてい
る名称を⽤いるあるいは併記しました。学名に続き、それぞれの種の⽬・科・属、伊⾖諸島内の分布状況、固有
性、環境省 RDB（絶滅危惧種リスト）のランク、東京都 RDB のランクを⽰しました。記載は、本グループによ
る観察記録と「改訂新版 ⽇本の野⽣植物 1〜5」（⼤橋ほか編、2015〜2017、平凡社）の記載を参考にして作成
しています。写真については、原則、島名、撮影年⽉、撮影者を⽰しています。 
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クロマツ Pinus thunbergii Parl.  （マツ目 マツ科 マツ属） 伊豆諸島に

広く分布 

伊⾖諸島の海岸林を特徴づける常緑針葉樹。本州以南の海岸に分布
する。近縁種のアカマツとともに、針葉が 2 本束⽣するのが特徴。ク
ロマツは冬芽の鱗⽚は⽩⾊なのも特徴（アカマツは⾚褐⾊）。アカマツ
は伊⾖諸島には分布しない。式根島や神津島の天上⼭には⾵衝により
低⽊化したクロマツが⾒られる。式根島では、クロマツとスダジイの
混交林が広がっている。海岸林育成のため植栽もされている。 
 
イヌマキ Podocarpus macrophyllus (Thunb.) Sweet （マツ目 マキ科 マ

キ属） 伊豆諸島に広く分布 

伊⾖諸島の常緑広葉樹林の構成種の⼀つ。常緑針葉樹であるが、葉
は幅広いのが特徴。幹は通直。伊⾖諸島の⾃⽣樹⽊の中で特徴的であ
る。雌雄異株。花托の部分が肥⼤し、⾚く熟すると⾷べることができ
る。庭⽊や⽣垣に利⽤される。社寺にも植栽され、天然記念物等に指
定されているものもある。 

 

 
オキナワハイネズ（オオシマハイネズ） Juniperus taxifolia Hook. et 

Am. var. lutchuensis (Koiz.) Satake （マツ目 ヒノキ科 ネズミサシ属） 

伊豆諸島に広く分布 
伊⾖諸島の海岸を特徴づける地這性の常緑針

葉樹。オオシマハイネズとも呼ばれる。奄美⼤島
以南の琉球列島、東海、房総、伊⾖諸島の海岸に
分布する。神津島の天上⼭では標⾼ 400m 超える
場所でも⾒られる。緑⾊のカーペット状に⽣育
し、特徴的である。雌雄異株。 
 
  

クロマツの花と新枝。白い鱗片に覆われる。

（三宅島 2007 年 3 月、上條） 

クロマツの低木林。赤く見えるのはオオシマツツジ

の花。（式根島 2016 年 5 月、上條） 

イヌマキ（三宅島 2020 年 8 月、上條） 

オオシマハイネズ（式根島 2016 年 5 月、

上條） 

カーペット状に生育するオオシマハイネズ。（式根

島 2016 年 5 月、上條） 

イヌマキの種子（神津島 2007 年 10

月、石田） 
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シキミ Illicium anisatum L. （シキミ目 マツブサ科 シキミ属） 伊豆諸

島に広く分布 

 伊⾖諸島の⽐較的⾼標⾼域に⽣育する常緑広葉樹。有毒植物。果
実は 8 ⾓形。種⼦は⻩褐⾊で光沢がある。同じく有毒。仏前、墓前
に供える。伊⾖諸島でも栽培されている。本州以南に分布する。 
 
サネカズラ（ビナンカズラ） Kadsura japonica (L.) Dunal （シキミ目 マ

ツブサ科 サネカズラ属） 伊豆諸島に広く分布 

 伊⾖諸島に広く分布する常緑性のツル植物。葉にはまばらに鋸⻭
がある。果実は球状で⾚く熟す。雌雄異株。本
州以南に分布する。 

 
 

フウトウカズラ Piper kazurae (Choisy) Ohwi  （コ

ショウ目 コショウ科 コショウ属） 伊豆諸島に広く

分布 
伊⾖諸島の低標⾼域の森林に⽣育する常緑性のツル植物。本州以南に分布。張り付きながら幹を上る。林床

でテイカカズラと共に優
占することが多い。葉は
林床のものはハート型
で、明るい場所のものは
細⻑くなる。⾹⾟料であ
るコショウと同属であ
る。果実は⾚く熟し、コ
ショウと似た⾹りがす
る。 
 
ヤブニッケイ Chinamomum yabunikkei H. Ohba （クスノキ目 ク

スノキ科 クスノキ属） 伊豆諸島に広く分布 

伊⾖諸島の常緑広葉樹林から海岸林に⽣育する常緑広葉樹
⾼⽊。本州以南に分布。葉は⻑さ 6〜12cm 程度。鋸⻭はなく、
三⾏脈が⽬⽴つ。花は⼩型で、クスノキ科に共通する 6 枚の
花被⽚からなる。果実は液果で、⿊⾊に熟す。枝を折ると明
らかな芳⾹がある。芳⾹はクスノキ科全体の特徴であるが、
ヤブニッケイは特に芳⾹が強い。⾹⾟料のニッケイに近縁。な
お、伊⾖諸島にはクスノキは⾃⽣しない。 
 

タブノキ Machilus thunbergii Siebold et Zucc.  （クスノキ目 クスノ

キ科 タブノキ属） 伊豆諸島に広く分布 

スダジイとともに伊⾖諸島を代表する常緑広葉樹⾼⽊。⾼さ
20m 以上、胸⾼直径 1m 以上になる。葉は⻑さ 8〜15cm 程度で
鋸⻭はなく、裏⾯が緑⽩⾊となる。花は⼩型で、6 枚の花被⽚

シキミの花（三宅島 2017 年 2 月、島崎） 

サネカズラ（三宅島 2018 年 3 月、上條） 

サネカズラの実（三宅島 2016 年

12 月、島崎） 

フウトウカズラ（三宅島 2019 年 6

月、上條） 

フ ウ ト ウ カ ズ ラ （ 利 島

2015 年 9 月、上條） 

フウトウカズラの果実（三宅島

2016 年３月、穴原） 

ヤブニッケイ（三宅島

2020 年 8 月、上條） 

ヤブニッケイの樹皮（三宅島

2020 年 8 月、上條） 

果実をつけたタブノキ（三宅島 2020 年 7 月、上條） 
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からなる。果実は液果で、果⾁は緑⾊。⼋丈島、三宅島、⻘
ヶ島では、特にタブノキ林が広⾯積に分布している。極相性
の樹種であるが、スダジイよりもやや先駆的となる。オオバ
ヤシャブシの⼆次林などにも⽐較的早く侵⼊する。三宅島
の⼤路池湖畔にはタブノキの⾃然林が分布し、⻘ヶ島には
オオタニワタリが群⽣するタブノキ林が⾒られる。辺材は
⾚味を帯び、良質⽊材とされる。こぶ状の部分は模様が美し
く、⼯芸的な価値がある。タミ、タミノキとも呼ばれる。 

 
シロダモ Neolotsea sericea (Blume) Koiz. ｖar. sericea （クスノキ目 クス

ノキ科 シロダモ属） 伊豆諸島に広く分布 

伊⾖諸島の常緑広葉樹林に⽣育する常緑広葉樹⾼⽊。本州以南に広く
分布する。葉は⻑さ 8〜18cm 程度で鋸⻭はなく、3 ⾏脈が⽬⽴つ。葉の
裏は⽩⾊を帯びる。新芽は光沢のある⽑に覆われる。花は⼩型で、6 枚
の花被⽚からなる。雌雄異株。果実は液果で、⾚⾊に熟す。⼤島や新島
では、オオシマザクラなどの落葉広葉樹
⼆次林内にシロダモ稚樹や亜⾼⽊が多
い。 
 

ウラシマソウ Arisaema thunbergii Blume 

subsp. urashima (H. Hara) H. Ohashi et J. 

Murata （サトイモ目 サトイモ科 テンナン

ショウ属） 伊豆諸島に広く分布 

伊⾖諸島の低標⾼の森林内や林縁に⽣
育する多年草。葉は数枚に⾒えるが、１枚
の複葉であり、茎に⾒える部分は葉の⼀部
（葉鞘）であり、地下部の芋のような部位
は偽茎と呼ばれる。花はテンナンショウ属
特有の形状であり、仏炎苞と呼ばれる。花
序の付属体が⻑くの伸びるのが特徴。実は
⾚く熟す。有毒植物。 

三宅島の大路池湖畔のタブノキ林（三宅島 2016 年 9 月、上條） 

タブノキの花。花被片は 6 枚。（三宅島

2016 年 3 月、穴原） 

タブノキの葉（表）（三宅島 2020 年 8 月、

上條） 

タブノキの葉。裏面は白色を帯びる。（三

宅島 2020 年 8 月、上條） 

シロダモ（三宅島 2016 年 3 月、島崎） 

シロダモの新葉。密に毛に覆われる。

（三宅島 2016 年 3 月、島崎） 

シロダモの果実。熟すると赤くなる。

（三宅島 2016 年 4 月、穴原） 

ウラシマソウの葉（大島 2013 年 8

月、牧口） 

ウラシマソウの花（三宅島 2016 年 3

月、穴原） 
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シマテンナンショウ（ヘンゴダマ）Arisaema negishii Makino （サトイモ目 サトイモ

科 テンナンショウ属） 伊豆諸島の一部 伊豆諸島固有種 

 伊⾖諸島固有種。低標⾼の森林内や林縁に⽣育する多年草。ウラシマソウと
異なり、開花株は複葉を２枚出す。仏炎苞は⻩緑⾊。実は⾚く熟す。有毒植物
であるが、地下部の芋のような部位（偽茎）は適切に処理すると⾷⽤となる。
“ヘンゴ”などと呼ばれる郷⼟料理となっている。 
 
リュウノヒゲモ Potamogeton pectinatus L. （オモダカ目 ヒルモシロ科 リュウノ

ヒゲモ属） 伊豆諸島の一部 環境省カテゴリ：準絶滅危惧（NT） 
 沈⽔植物。三宅島の⼤路池に⽣育する。伊⾖諸島には貯⽔池などを除く
と、淡⽔の⽌⽔は少なく。⽔草は多くない。北海道から琉球の汽⽔、淡⽔に
⽣育する。茎、葉とも⾮常に細い。 
 
タヌキノショクダイ Thismia abei (Akasawa) Hatus. （ヤマノイモ目 タヌキノショク

ダイ科 タヌキノショクダイ属） 伊豆諸島の一部 環境省 RDB：絶滅危惧ⅠB 類、東

京都 RDB：絶滅危惧Ⅰ類 
 ⼩型の菌従属栄養植物（腐⽣植物とも呼ばれる）。神津島で確認されてい
る。共⽣する菌の菌⽷を介して栄養を得ている。⽩⾊で、花茎は⻑さ 1〜
4cm 程度。地上部も落ち葉の下に隠れている。⾮常に特徴的な形態をしてい
る。⻄⽇本に点在分布する。 
 
ヒナノシャクジョウ Burmannia championii Thwaites （ヤマノイモ目 タヒナノシャクジョ

ウ科 ヒナノシャクジョウ属） 伊豆諸島の一部 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅰ類 

⼩型の菌従属栄養植物（腐⽣植物とも呼ばれる）。森林の林床に⽣育する。共
⽣する菌の菌⽷を介して栄養を得ている。⽩⾊で、地上部は花序のみからな
る。花は 2 から 10 個。⻑さ 6〜
7.5mm。本州以南に分布する。 
 
シロシャクジョウ Burmannia cryptopetala 

Makino  （ヤマノイモ目 ヒナノシャクジョ

ウ科 ヒナノシャクジョウ属） 伊豆諸島の

一部の分布 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅰ類 
⼩型の菌従属栄養植物（腐⽣植物と

も呼ばれる）。森林の林床に⽣育する。
共⽣する菌の菌⽷を介して栄養を得ている。⽩⾊で、地上部は花序のみか
らなる。花は 1 から 3 個。⻑さ 7〜10mm。本州以南に分布する。 
 
ヤマノイモ Dioscorea japonica Thunb. （ヤマノイモ目 ヤマノイモ科 ヤマノイモ

属） 伊豆諸島に広く分布 

 つる性の多年草。落葉性。伊⾖諸島の林縁や低⽊林に広く⽣育する。葉
は対⽣（互⽣する場合もある）。葉は細⻑く、基部は⼼形となる。根は肥
厚し、⾷⽤となる。本州から琉球に分布する。 

シマテンナンショウ（青ヶ島 2018 年 2

月、上條） 

リュウノヒゲモ。花が水面に浮いている。

（三宅島 2013 年 6 月、上條） 

タヌキノショクダイ（神津島 2014

年 7 月、上條） 

ヒナノシャクジョウ（神津島 2015 年 8 月、

上條） 

シロシャクジョウ（御蔵島 2013 年 10 月、

上條） 

ヤマノイモ（三宅島 2016 年 7 月、島崎） 
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オニドコロ（トコロ）Dioscorea tokoro Makino  （ヤマノイモ目 ヤ

マノイモ科 ヤマノイモ属） 伊豆諸島に広く分布 
つる性の多年草。落葉性。伊⾖諸島の林縁や低⽊林に広く

⽣育する。葉は互⽣。葉は丸く、基部は⼼形となる。根は肥
厚するが⾷⽤にならない。北海道から九州に分布する。 
 
シマウチワドコロ Dioscorea septemloba Thunb. var. sititoana 

(Honda et Jotani) Ohwi  （ヤマノイモ目ヤマノイモ科ヤマノイモ

属） 伊豆諸島に比較的広く分布 伊豆諸島の固有変種 

伊⾖諸島の林縁や明るい林内に⽣育するつる性の多年草。
落葉性。キクバドコロの変種。伊⾖諸島の固有変種。葉は掌
状に５から９に中裂する。 
 
ウエマツソウ Sciaphila secundiflora Thwaites ex Benth.  （タコ

ノキ目 ホンゴウソウ科 ホンゴンソウ属） 伊豆諸島の一部 環

境省 RDB：絶滅危惧Ⅱ類 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅰ類 

⼩型の菌従属栄養植物（腐⽣植物とも呼ばれる）。共⽣す
る菌の菌⽷を介して栄養を得ている。地上部は⾚紫⾊を帯
びる。地上部は花序のみからなる。上部に雄花、下部に雌
花がつく。雄花の花被は深く 6 裂し、開出する。本州以南
に分布する。神津島で確認されている。 
 
ホンゴウソウ Sciaphila nana Blume （タコノキ目 ホンゴウソウ科 ホンゴンソウ属） 伊豆諸島の一部 環境省 RDB：

絶滅危惧Ⅱ類 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅰ類 
⼩型の菌従属栄養植物（腐⽣植物とも呼ばれる）。共⽣する菌の菌⽷を介して栄養を得ている。地上部は⾚

紫⾊を帯びる。地上部は花序のみからなる。上部に雄花、下部に雌花がつく。雄花の花被は深く 6 裂し、丸く
反り返る。本州以南に分布する。神津島で確認されている。 

 
 

オニドコロ（三宅島 2016 年 7 月、島崎） 

シマウチワドコロ（神津島 2020 年 7 月、上條） 

ウエマツソウ（神津島 2014 年 7 月、上條） ホンゴウソウ（神津島 2015 年 8 月、上條） 
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ショウジョウバカマ Helonias orientalis (Thunb.) C. Tanaka （ユリ目 シュロソウ科 ショウ

ジョウバカマ属） 伊豆諸島の一部 

神津島や御蔵島の湿った崖、法⾯、⾵衝草原に⽣育する常緑多年草。葉はロゼッ
ト状に多数つく。花は早春。紫⾊であるが、乳⽩⾊のものから、濃紫⾊のものまで
変異に富む。葉の先端から不定芽を出す。北海道から九州に分布。 

 
ホウチャクソウ Disporum sessile D. Don ex Schult. et 

Schult. f. var. sessile （ユリ目 イヌサフラン科 チゴユリ属） 伊豆諸島に広く分布 
伊⾖諸島の林縁や明るい森林内に⽣育する多年草。落葉性。花は⽩く筒状。下

に垂れて咲く。北海道から九州に分布。 
 

サルトリイバラ Smilax china L. （ユリ目 サルトリイバラ科 サルトリイ

バラ属） 伊豆諸島に広く分布 

 伊⾖諸島の森林、草原、林縁に広く分布する。落葉性のツル植
物。葉は丸い。バラのように茎には刺があるのが普通であるが、伊
⾖諸島のものは刺が少ない、あるいは無いものが多い。刺の無い
ものはトゲナシサルトリイバラと呼ばれる。葉で餅などを包む⾵
習がある。果実は⾚く熟し、リースなどを作るのに⽤いられる。ま
た地下の塊茎や果実は薬草として⽤いられる。 

 

 
スカシユリ Lilium maculatum Thunb. （ユリ目 ユリ科 ユリ属） 伊豆諸島に広く分布 

 海岸の崖や草原に⽣育する多年草。明るい法⾯
にも⽣育する場合がある。花は 5〜8 ⽉。オレンジ
⾊で斑点がある。斑点の無いものや⻩⾊みが強い
個体もある。6
枚の花被⽚の
根元には隙間
があり、名前
の由来である
「 透 か し ユ
リ」となって
いる。 
  

ホウチャクソウの花（三宅島 2016 年 4 月、菊地） 

サルトリイバラの花（三宅島 2016 年 4 月、

穴原） 

サルトリイバラの果実（三宅島2016年

3 月、穴原） 

サルトリイバラ。刺が全くない個体。（大島2020年

8 月、上條） 

スカシユリ（三宅島 2019 年 6 月、

上條） 
法面に生育するスカシユリ（三宅島 2019 年 6 月、上條） 

ショウジョウバカマ（神津島

2015 年 3 月、石田） 
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サクユリ Lilium auratum Lindl. var. platyphyllum Baker （ユリ目 ユリ科 ユリ属） 伊豆諸島に広く分布 伊豆諸島固

有変種 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅱ類 

 伊⾖諸島を代表するユリ。タメトモユリとも呼ばれる。ヤマユリの変種。伊⾖諸島の固有変種。林縁や草原に
⽣育する。新しい⽕⼭堆積物上に⽣育することもある。本州に⽣育するヤマユリには、花弁に明瞭な斑がある
が、サクユリは少なく、無斑のものもある。ヤマユリより葉が幅広いなどの相違もあり、別種とする⾒解もあ
る。島内、島間の変異が⾒られ、⻘ヶ島では、無斑のもののみとなる。花は⼤型であり、園芸品種の作出に⽤い
られた有⽤植物。鱗茎は⾷⽤となる。乱獲により⼤島などでは減少しており、保全活動が⾏われている。 

 
 
マメヅタラン Bulbophyllum drymoglossum Maxim. ex Okubo （ク

サスギカズラ目 ラン科 マメヅタラン属） 伊豆諸島の一部 環

境省 RDB：準絶滅危惧 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅰ類 
樹上や岩上に⽣育する着⽣植物。茎は細⻑く匍匐し、幹を覆

うように着⽣する。葉は 7〜13mm と⼩さく、丸い。葉はシダ
植物のマメヅタに似る。花は淡い⻩⾊。 
 
 
  

サクユリ（大島 2007 年 8 月、仲山） サクユリ（大島 2020 年 8 月、上條） サクユリ（大島 2020 年 8 月、上條） 

サクユリ（新島 2005

年 7 月、八木） 
サクユリ（新島 2005 年 7

月、八木） 
サクユリ（神津島 2019 年 7 月、上條） サクユリ（三宅島 2020 年 6 月、上條）

サクユリ（青ヶ島 2013 年 7

月、荒井） 

サクユリ（青ヶ島 2016 年 7

月、荒井） 

マメヅタラン（御

蔵島 2007 年 5

月、上條） 

マメヅタラン（御

蔵島 2007 年 5

月、平田） 
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ムギラン Bulbophyllum inconspicuum 

Maxim.   （クサスギカズラ目 ラン

科 マメヅタラン属） 伊豆諸島の一部 

環境省 RDB：準絶滅危惧 東京都

RDB：絶滅危惧Ⅰ類 
樹上や岩上に⽣育する着⽣植物。

葉は 1〜3cm。茎の上部（葉が出る
部分）が肥厚し、よく⽬⽴つ。花は
⻩⽩⾊。本州から九州に分布。 

 
 
エビネ Calanthe discolor Lindl.   （クサスギカズラ目 ラン科 エビネ

属） 伊豆諸島の一部に分布 環境省：準絶滅危惧 東京都 RDB：絶

滅危惧Ⅱ類 

 森林の林床に⽣育する。個体数は少ない。葉は⻑さ 15〜
25cm。がく⽚と側花弁が暗褐⾊。唇弁は帯⾚⾊または⽩⾊。
北海道から琉球に分布する。コウヅエビネは、本種とニオ
イエビネとの交雑種とされ、両種が分布する島では中間型
が多い。 
 
ニオイエビネ（オオキリシマエビネ）Calanthe izuinsularis 

(Satomi) Ohwi et Satomi  （クサスギカズラ目 ラン科 エビ

ネ属） 伊豆諸島の一部 伊豆諸島の固有種 環境省：絶滅危

惧ⅠB 類 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅰ類 
伊⾖諸島固有種。葉は⻑さ 30〜45cm。がく⽚は⽩⾊から

藤紫⾊。唇弁は⽩⾊または微紅⾊。葉には芳⾹がある。個体
数が⾮常に少ない。保全対策が必要。 
 
ナツエビネ Calanthe puberula Lindl. var. reflexa (Maxim.) 

M.Hiroe （クサスギカズラ目 ラン科 エビネ属） 伊豆諸島の一

部 環境省：絶滅危惧Ⅱ類 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅰ類 
葉は⻑さ 10〜30cm。花は淡紫⾊。エビネに⽐べまばらに

つく。側学⽚は鋭尖頭で反曲する。花には芳⾹がある。個体
数が⾮常に少ない。本州から九州に分布する。 
 
 

キンラン Cephalanthera falcata (Thunb.) Blume  （クサスギカズラ目 ラン科 キンラ

ン属） 伊豆諸島の一部 環境省：絶滅危惧Ⅱ類 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅰ類 

 やや明るい林床に⽣育する。個体数は少ない。開花個体の⾼さは 30cm 程度に
なる。花⾊は⻩⾊。本州から九州に分布。 
 

ムギラン（八丈島 2013 年 8 月、牧

口） 

エビネ（2018 年 4 月、石田） 

ニオイエビネ（御蔵島 2007 年 5 月、上條） 

ナツエビネ（2015 年 8 月、上條） 

キンラン（神津島 2015 年 5 月、上條） 
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ユウシュンラン Cephalanthera subaphylla Miyabe et Kudô  （クサスギカズラ目 ラン科 キンラン

属） 伊豆諸島の一部 環境省：絶滅危惧Ⅱ類 東京都 RDB：絶滅種（生育確認されており、絶滅種

ではない） 
 常緑広葉樹林の林床に⽣育する。個体数は少ない。葉が退化し、鱗⽚状になっている。花は
⽩⾊。北海道から九州に分布。 
 
ナギラン Cymbidium nagifolium Masam.  （クサスギカズラ目 ラン科 エビネ属） 

伊豆諸島の一部に分布 環境省：絶滅危惧Ⅱ類 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅰ

類 

 常緑広葉樹林の林床に⽣育する。常緑性。葉は細⻑く光沢があり、樹
⽊のナギに似ているのでこの名前がある。個体数は多くない。花は⽩⾊。
本州以南に分布する。 
 
ツチアケビ Cyrtosia septentrionalis (Rchb. f.) Garay （クサスギカズラ目 

ラン科 ツチアケビ属 伊豆諸島に広く分布 

 菌を介して栄養を得る菌従属栄養植物。他の植物に寄⽣する。森林から林縁に⽣育する。果実は⾚くソーセ
ージ状に熟する。実の形がアケビの実に似ることからこの名前がある。北海道から九州に分布。 

 
セッコク Dendrobium moniliforme (L.) Sw. （クサスギカズラ目 ラン科 セ

ッコク属） 伊豆諸島の一部 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅱ類 
樹上や岩上に⽣育する着⽣植物。茎は肥厚する。葉は 1〜3cm。花は

⽩⾊。⾚や⻩⾊を帯びる個体もある。芳⾹がある。本州以南に分布する。 
 
 
カキラン Epipactis thunbergii A.Gray  （クサスギカズラ目 ラン科 カキラ

ン属） 伊豆諸島の一部 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅰ類 

 明るい森林や草原に分布する。落葉⽣。初
夏に咲く。花⾊は⻩⾊から⻩褐⾊。唇弁には
紅紫⾊の模様がある。北海道から琉球に分
布。 
 
  

ユウシュンラン

（三宅島 2012 年

4 月、野田） 

ナギラン（三宅島 2019 年 6 月、上條） 

ツチアケビの花（三宅島 2015 年 6 月、上

條） 

ツチアケビの花（三宅島 2015 年 6 月、上

條） 

ツチアケビの果実（三宅島 2016 年 8 月、

穴原） 

セッコク（御蔵島 2010 年 6 月、上條） 

カキラン（八丈小島 2019 年 7 月、上

條） 

カキラン（八丈小島 2018 年 6 月、上

條） 
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オサラン Eria japonica Maxim.  （クサスギカズラ目 ラン科 オサラン

属） 伊豆諸島の一部 環境省：絶滅危惧Ⅱ類 東京都 RDB：絶滅危

惧Ⅱ類 

樹上に⽣育する着⽣植物。葉は２枚で 5〜8cm。茎は肥厚し、冬
季にも⽬⽴つ。花は⽩⾊。本州以南に分布する。本州（伊⾖諸島、
紀伊半島）から琉球に分布。 
 
 
 
ハチジョウシュスラン Goodyera hachijoensis 

Yatabe var. hachijoensis （クサスギカズラ目 ラ

ン科 シュスラン属） 伊豆諸島に比較的広く分布 

東京都 RDB：絶滅危惧Ⅱ類(オオシマシュスランを

含む) 
 森林の林床に⽣育する。葉は３〜４枚で⻑さ
３〜４cm。⽩⾊の帯状斑がある。⼩型で⽩⾊の
花を密に総状につける。オオシマシュスランは
本種の品種であり、カゴメランは本種の変種で
ある。 
 
オ オ シ マ シ ュ ス ラ ン Goodyera hachijoensis Yatabe var. 

hachijoensis f. izuohsimensis Satomi  （クサスギカズラ目 ラン

科 シュスラン属） 伊豆諸島に比較的広く分布 東京都 RDB：

絶滅危惧Ⅱ類(ハチジョウシュスランに含まれている) 

 森林の林床に⽣育する。葉は３〜４枚で⻑さ３〜４cm。
⽩⾊の帯状班がない。⼩型で⽩⾊の花を密に総状につける。
ハチジョウシュスランの品種。ハチジョウシュスランとの
中間的な個体もある。関東地⽅南部にも分布する。 
 
カゴメラン Goodyera hachijoensis Yatabe var. matsumurana (Schltr.) Ohwi （クサ

スギカズラ目 ラン科 シュスラン属） 伊豆諸島に比較的広く分布 東京都 RDB：絶

滅危惧Ⅰ類 

 森林の林床に⽣育する。葉は３〜４枚で⻑さ３〜４cm。葉の格⼦状の⽩い網
⽬模様があり、「籠⽬ラン」という名前の由来となっている。⼩型で⽩⾊の花を
密に総状につける。ハチジョウシュスランの変種。本州以南に分布。 
 
アケボノシュスラン Goodyera foliosa (Lindl.) Benth. 

ex C. B. Clarke var. laevis Finet  （クサスギカズ

ラ目 ラン科 シュスラン属） 伊豆諸島に比較的広

く分布 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅰ類 

オサラン（御蔵島 2007 年 5 月、平田） 

ハチジョウシュスラン（八丈島 2013

年 8 月、牧口） 

ハチジョウシュスラン（大島 2012 年

8 月、守） 

オオシマシュスラン（八丈

島 2013 年 9 月、牧口） 

オオシマシュスラン（大島

2012 年 10 月、市川） 

カゴメラン（八丈島 2013 年 8 月、牧

口） 

アケボノシュスラン（三宅島 2017 年 9 月、上條） ア ケ ボ ノ シ ュ ス ラ ン （ 御 蔵 島

2013 年 10 月、上條） 
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 森林の林床に⽣育する。低標⾼域には少ない。葉は 4〜5 枚で⻑
さ 2〜4cm。淡紅を帯びた⽩⾊の花をつける。ハチジョウシュスラ
ンの仲間よりも花は⼤きい。北海道から九州に分布する。 
 

シュスラン Goodyera velutina Maxim. （クサスギカズラ目 ラン科 シュ

スラン属） 伊豆諸島に比較的広く分布 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅱ類 
 森林の林床に⽣育する。低標⾼域には少ない。葉は⻑さ 2〜4cm。
中央に⽩い筋があるのが特徴的。淡紅を帯びた⽩⾊の花をつける。
本州以南に分布する。アケボノシュスランとの雑種であるサイシュ
ウシュスランが伊⾖諸島から報告されている。 
 
ヤクシマアカシュスラン Hetaeria yakusimensis (Masam.) Masam. ex E. 

Walker （クサスギカズラ目 ラン科 ヒメノヤガラ属） 伊豆諸島の一部 

環境省：絶滅危惧Ⅱ類 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅱ類 
 森林の林床に⽣育する。葉は⻑さ 3〜8cm。葉柄は 1.5〜3.5cm。
中央に⽩い筋があるのが特徴的。淡紅を帯びた⽩⾊の花をまばらに
つける。本州以南に分布する。 
 
コクラン Empusa nervosa (Thunb.) T .C. Hsu （クサスギカズラ目 ラン

科 クモキリソウ属）  伊豆諸島に比較的広く分布 東京都 RDB：絶滅

危惧Ⅱ類 

 森林の林床に⽣育する。伊⾖諸島の北部で多い。葉は⻑さ 5〜12cm。暗紫
⾊の花を 5〜10 個まばらにつける。本州以南に分布する。 
 
ユウコクランLiparis formosana Rchb. f.（シマササバランLiparis formosana Rchb. 

f. var. hachijoensis (Nakai) Ohwi）  （クサスギカズラ目 ラン科 クモキリソウ

属） 伊豆諸島に広く分布 環境省：絶滅危惧Ⅱ類（シマササバラン） 東京都

RDB：絶滅危惧Ⅰ類（ユウコクラン）・絶滅危惧Ⅱ類（シマササバラン） 
伊⾖諸島のものはシマササバランとして区別する⾒解があり、多くの資料はシマササバランで記載されてい

る。伊⾖諸島の南部で多くなる。コクランに似るが全体に⼤型。葉は⻑さ 5〜18cm。暗紫⾊の花を多数つける。
本州（紀伊半島）、伊⾖諸島、九州、琉球に分布する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

シュスラン（三宅島 2017 年 9 月、上條） 

ヤクシマアカシュスラン（三宅島 2017 年 9 月、上

條） 

コクラン（神津島 2019 年 7 月、上條）

ユウコクラン（シマササバラン）（青ヶ島 2015 年

5 月、上條） 

ユウコクラン（シマササバラン）の花（三宅島

2013 年 6 月、上條） 
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ヨウラクラン Oberonia japonica (Maxim.) Makino  （クサスギカズラ目 ラン科 ヨウラク

ラン属）伊豆諸島の一部に分布 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅰ類 

樹上に⽣育する着⽣植物。下垂して着⽣する。4 から 10 枚の扁平な葉をつける。
葉の⻑さは 1〜4cm。⼩型で淡⻩褐⾊の花を総状に密につける。本州以南に分布す
る。 
 
ハチジョウツレサギ Platanthera okuboi Makino （クサスギカズラ目 ラン科 ツレサギ

ソウ属） 伊豆諸島の一部 伊豆諸島の固有種 環境省 RDB：絶滅危惧ⅠA 類、東京都

RDB：絶滅危惧Ⅰ類 国内希少野生動植物種 
 明るい林内や草原に⽣育する。伊⾖諸島の固有種。花は⽩⾊。距は 30〜40mm
と⻑い。個体数が少なく、特に保全が必要。 
 
ハチジョウチドリ Platanthera mandarinorum Rchb. f. subsp. hachijoensis (Honda) 

Murata var. hachijoensis (Honda) Ohwi （クサスギカズラ目 ラン科 ツレサギソウ属） 

伊豆諸島の一部 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅱ類 
 草原などに⽣育する。伊⾖諸島と琉球北
部に分布する。ヤマサギソウの亜種とされ
る。花は⽩⾊で⻩⾊を帯びる。⼤きく減少
している島も多い。 
 
ヒメトケンラン Tainia laxiflora Makino  （クサ

スギカズラ目 ラン科 ヒメトケンラン属） 伊

豆諸島の一部 環境省 RDB：絶滅危惧Ⅱ類 

東京都 RDB：絶滅危惧Ⅱ類 
 常緑広葉樹林の林床に⽣育する。葉には
⽩⾊の斑紋がある。花は⻩⾊。伊⾖諸島の
他、四国、九州、琉球に分布する。 
 
ハ マ カ ン ゾ ウ Hemerocallis fulva L. var. 

littorea (Makino) M. Hotta  （クサスギカズ

ラ目 ススキノキ科 ワスレグサ属） 伊豆諸

島に広く分布 
 伊⾖諸島の海岸に⽣育する。刈り取りに
より管理されている道路沿いにも⽣育する。ノカンゾウの変種
とされる。初夏から夏に
オレンジ⾊の花をつけ
る。本州から九州に分
布。 
 
 

ヨウラクラン（御蔵島2007年５月、

平田） 

ハチジョウツレサギ（2016 年 5 月、

上條） 

ハチジョウチドリ（神津島 2015 年 5 月、上

條） 

 

ヒメトケンラン（神津島 2015 年 5 月、上

條） 

ヒメトケンラン（神津島 2015 年 5

月、上條） 

ハマカンゾウの花（三宅島

2019 年 6 月、上條） 
海岸に群生するハマカンゾウ（三宅島 2020 年 7

月、上條 
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ハマオモト Crinum asiaticum L. var. japonicum Baker （クサスギカ

ズラ目 ヒガンバナ科 ハマオモト属） 伊豆諸島に広く分布 
 伊⾖諸島の海岸に⽣育する。葉は⼤型で多⾁。葉は根元から出
る。花は 6〜9 ⽉。芳⾹がある。種⼦は海⽔に浮く。本州以南に
分布する。花が⼤きく美しく、植栽されることも多い。 
 
イズイワギボウシ （ハチジョウギボウシ） Hosta longipes (Franch. et 

Sav.) Matsum. var. latifolia F. Maek  （クサスギカズラ目 クラスギ

カズラ科 ギボウシ属） 伊豆諸島に比較的広く分布 

 伊⾖諸島の湿った岩上に⽣育する。樹上や地上に⽣育する場合
もある。葉は卵形。花は⻑さ 4cm 程度。薄紫⾊。イワギボウシ
の変種とされる。伊⾖諸島と伊⾖半島に分布。 
 
 
マイヅルソウ Maianthemum dilatatum (A. W. Wood) A. Nelson et J. 

F. Macbr. （クサスギカズラ目 クサスギカズラ科 マイヅルソウ属） 

伊豆諸島の一部に分布 

 ⾼標⾼域の草原・ササ草原の林縁に⽣育する。落葉⽣。葉は 2
枚。未開花個体は 1 枚。花は⼩型で⽩⾊。本州の冷温帯上部から
亜⾼⼭帯に分布する。伊⾖諸島では御蔵島の⾼標⾼域にのみ分布
する。 
 
アオノクマタケラン Alpinia intermedia Gagnep.   

（ショウガ目 ショウガ科 ハナミョウガ属） 伊豆諸

島に広く分布 

 低標⾼の常緑広葉樹林内に⽣育する。常緑性
の⼤型の草本。伊⾖諸島の南部で多くなり、群⽣
することも多い。花は⽩⾊でピンク⾊の線が⽬
⽴つ。果実は⾚く熟す。紀伊半島、伊⾖諸島、四
国、九州、琉球に分布。 

 

 

イズイワギボウシ（神津島 2013 年 9 月、石田） 

マイヅルソウ（御蔵島 2019 年 3 月、上條） マイヅルソウ（御蔵島、星野） 

アオノクマタケラン（三宅島 2019 年 6 月、

上條） 

アオノクマタケランの花（三宅島 2019 年 6

月、上條） 

アオノクマタケランの果実（三宅島 2016 年

3 月、穴原） 

ハマオモト（八丈小島 2019 年 7 月、上條） 
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イズノシマホシクサ Eriocaulon taquetii Lecomte var. zyotanii (Satake) 

Miyam. （イネ目 ホシクサ科 ホシクサ属） 伊豆諸島の一部 伊豆諸

島固有変種 環境省 RDB：絶滅危惧ⅠB 類 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅰ

類 
 神津島の⾼標⾼の湿地に⽣育する１
年⽣植物。ニッポンイヌノヒゲの変種と
されるが、独⽴種とする⾒解もある。⾼
さ 5〜10cm。伊⾖諸島の固有変種とされ
るが、他地域にも⽣育するという⾒解も
ある。湿地の植⽣変化に伴い、減少傾向
にある。湿地の環境を含めた保全対策が
必要である。 
 
シマタヌキラン Carex 

okuboi Franch （イネ目 カ

ヤツリグサ科 スゲ属） 伊

豆諸島に比較的広く分布 

伊豆諸島固有種 環境省

RDB：準絶滅危惧 東京都

RDB：準絶滅危惧 

 伊⾖諸島の⽕⼭荒廃地
に⽣育する落葉⽣の草本。
株状になる。伊⾖諸島の固
有種。和名は花穂（果穂）をタヌキの尾に似ることに由来する。三宅
島、⼤島、神津島の裸地的な環境に多く⽣育している。 
 
ヒゲスゲ Carex bongardii Hook.et Am. （イネ目 カヤツリグサ科 スゲ

属） 伊豆諸島に比較的広く分布 

 海岸に⽣育する常緑草本。伊⾖諸島に多く⽣育するオオシマカン
スゲより葉は幅広い。果実の鱗⽚の芒（のぎ）が⻑いのが特徴的。名
前の由来（ひげ）となっている。 
 
オオシマカンスゲ Carex oshimensis 

Nakai （イネ目 カヤツリグサ科 ス

ゲ属） 伊豆諸島に広く分布 伊豆諸

島固有種 

森林の林床から暗い林縁に⽣育
する。伊⾖諸島の固有種とされる。
伊⾖半島での分布報告もある。伊
⾖諸島で⾮常に多い植物である。 
 

イズノシマホシクサの群生（神津島 2014 年 7 月、

上條） 

イ ズ ノ シ マ ホ シ ク サ （ 神 津 島

2014 年 7 月、上條） 

シマタヌキラン（三宅島 2016 年 5 月、上條） シマタヌキラン（三宅島 2020 年 6 月、上條） 

ヒゲスゲ（三宅島 2018 年 4 月、上條） 

オオシマカンスゲ（三宅島 2016 年 3 月、

島崎） 

林床に生育するオオシマカンスゲ（利

島 2015 年 9 月、上條） 
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イソヤマテンツキ Fimbristylis sieboldii Miq. ex Franch. et Sav. var. sieboldii （イネ目 

カヤツリグサ科 テンツキ属） 伊豆諸島に広く分布 

 海岸に付近に⽣育する。葉は⾮常に細い。海岸の裸地状の場所にも⽣育する。
本州以南に分布する。 
 
 
メダケ Pleioblastus simonii (Carrière) Nakai （イネ目 イネ科 メダケ属） 

伊豆諸島に広く分布 

海岸近くで群⽣するタケ・ササの仲間。⻘ヶ島や⼋丈⼩島のような⽐
較的⼩型の島では標⾼ 300ｍを超え、⼭頂部でも群⽣する。⾼さ 3m 以
上になる。メダケの変種であるキボウシノとする⾒解もある。タケノコ
は⾷⽤となる。苦みがあることから「にがたけ」あるいは「にがったけ」
と呼ばれる。本州から九州に分布する。 
 
ハ チ ジ ョ ウ ス ズ タ ケ Sasa borealis (Hack.) Makino et Shibata var. 

viridescens (Nakai) Yonek.  （イネ目 イネ科 ササ属） 伊豆諸島の一部 

伊豆諸島の固有変種 

⼭頂部のササ草原や雲霧低⽊林の林床に⽣育するササ。⾼さ 1〜3m。
スズタケの変種。伊⾖諸島固有変種。 
（注：ササ属については、「改訂新版 ⽇本の野⽣植物 2」では網羅され
ていないことが記されており、本種に関する記載はない。） 
 
 

ミクラザサ Sasa jotanii (Ke. Inoue et Tanimoto) M. Kobay.  （イネ目 イネ

科 ササ属） 伊豆諸島の一部  

御蔵島と⼋丈島の⼭頂部のササ草原や雲霧低⽊林の林床に⽣育する
ササ。御蔵島では、広⾯積の群落を形成している。⾼さ 1〜3m。主に⽇
本海側に⽣育するチシマザサに近縁という⾒解がある。伊⾖諸島の固有
種。タケノコは⾷⽤となる。 

 
 
 
キリシマノガリヤス Deyeuxia autumnalis (Koidz.) Ohwi （イ

ネ目 イネ科 ノガリヤス属） 伊豆諸島の一部 

⼭頂部の⾵衝草原に群⽣するイネ科植物。⾼標⾼域で
は林縁や法⾯にも⽣育する。伊⾖諸島のものをシマノガ
リヤスとして区別する⾒解がある。キリシマノガリヤス
は、伊⾖諸島の他、九州に分布する。 
 
 

 

イソヤマテンツキ（三宅島 2019 年 6 月、上條） 

メダケ（青ヶ島 2014 年 6 月、上條） 

ハチジョウスズタケ（利島 2015 年 4 月、上條） 

ミクラザサ（御蔵島 2013 年 4 月、上條） 

キリシマノガリヤス（三宅島 2019 年 6 月、上條） 
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ハチジョウススキ Miscanthus condensatus Hack. （イネ目 イネ

科 ススキ属） 伊豆諸島に広く分布 

 ⽕⼭噴⽕跡地、海岸、伐採跡地などに⽣育する⼤型のイネ
科植物。近縁種のススキに⽐べ、葉の縁のざらつきが少ない
こと、ススキが落葉性であるのに対してハチジョウススキは
常緑性であること、ススキに⽐べ葉が厚く、幅広であること、
などの相違があるが、いずれも連続的である。中間的なもの
をエノシマススキと呼ぶ場合がある。ススキと思われる個体
も伊⾖諸島に⽣育する。畑の防⾵、緑肥、家畜の飼料として
利⽤され、かつては茅葺屋根の材料とされた。マグサ（⾺草）
と呼ばれ、良質のものは系統に基づき育成されていた。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
ムベ Stauntonia hexaphylla (Thunb.) Decne. （キンポウゲ目 

アケビ科 ムベ属）伊豆諸島に広く分布 

林縁や林内に⽣育する常緑のツル植物。葉は掌状複葉
で、5〜7 枚。花は⽩
⾊。果実はアケビと同
じく⾷⽤となる。本州
以南に分布する。 
 
 
 
  

ハチジョウススキ（三宅島 2015 年 11 月、上條） 

ハチジョウススキ覆われる三宅島の雄山（三宅島 2020

年 7 月、上條） 

農耕地に脇に植栽されたハチジョウススキ（三宅島

2020 年 7 月、上條） 

ハチジョウススキの

葉の縁。ほとんどざら

つかない個体（三宅

島 2020 年 7 月、上

條） 

ハチジョウススキの葉

の縁。少しざらつく個

体（神津島 2020 年 7

月、上條） 

ムベの花（三宅島 2018 年 4 月、上條） ムベの果実（神津島 2020 年 9 月、石田） 
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センニンソウ Clematis terniflora DC. （キンポウゲ目 キンポウゲ科 センニ

ンソウ属）伊豆諸島に広く分布 

 林縁、伐採跡地などに⽣育するツル植物。葉は 1 回または 2 回 3 出複
葉。花は⽩⾊で花弁は 4 枚。果実に綿⽑がつく。北海道から琉球に分
布。 
 
 
サクノキ Meliosma arnottiana (Wight) Walp. subsp. oldhamii (Maxim.) H. 

Ohba var. hachijoensis (Nakai) H. Ohba （アワブキ目 アワブキ科 アワブキ属） 伊豆諸島の一部 伊豆諸島固有変

種 環境省：絶滅危惧Ⅰ類 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅰ類 

 常緑広葉樹林の攪乱跡地や⼆次林に⽣育する⾼⽊。落葉または半常緑。葉は⽻状複葉で複葉は 13〜15 枚。
果実は⿊く熟する。フシノハアワブキの変種。伊⾖諸島の固有変種。根萌芽を形成する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヤマグルマ Trochodendron aralioides Siebold et Zucc. （ヤマグルマ目 ヤ

マグルマ科 ヤマグルマ属） 伊豆諸島の一部 

 ⾼標⾼域の雲霧低⽊林の主要構成樹種。常緑広葉樹。葉は輪⽣し、葉
柄は⻑いものから短いものまである。花は⼩型で花被⽚はない。かつて
は⿃もちとして利⽤された。植物学的には導管を⽋き、仮導管を持つと
いう特徴があり、被⼦植物としては特異的である。本州以南に分布す
る。 
 
ツゲ Buxus microphylla Siebold et Zucc. var. japonica (Müll. Arg.  

ex Miq.) Rehder et E.H.Wilson （ツゲ目 ツゲ科 ツゲ属） 伊豆諸

島の一部 
⾼標⾼域の雲霧低⽊林の主要構成樹種。御蔵島では優占林を

形成する。葉は⼩型で対⽣する。⼤きいものでは、樹⾼は 10ｍ、
胸⾼直径 30cm になる。場所によっては、⾼さ 50cm 程度に矮
性化する。葉が⽐較的⼤きいものをベンテンツゲとして区別す
る場合がある。材質が優れており、御蔵島のツゲ材は有名であ
り、植林もされてきた。現在も将棋の駒、印鑑、アクセサリー
などに利⽤されている。本州から九州に分布。 
 

センニンソウ（三宅島 2020 年 9 月、上條） 

サクノキ（神津島 2009 年 6 月、石田） サクノキの根萌芽。写真中央の稚樹は、左の母樹

から生じた根萌芽（利島 2015 年 9 月、上條） 

ツゲ（神津島 2016 年 1 月、石田） 

ヤマグルマ（神津島 2012 年 3 月、上條） 
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ユズリハ Daphniphyllum macropodum Miq. var. macropodum （ユキノシタ目 

ユズリハ科 ユズリハ） 伊豆諸島に比較的広く分布 

 ⽐較的⾼標⾼地に⽣育する常緑広葉樹⾼⽊。特に雲霧低⽊林に出現す
る。葉は⼤型で 15〜25cm。葉柄は⾚くなる。新葉が出た後に旧葉は落ち
るので、「譲り葉」の名前の由来となっている。 
 
ヒメユズリハ Daphniphyllum teijsmannii 

Zoll. ex Kurz （ユキノシタ目 ユズリハ科 

ユズリハ）伊豆諸島に広く分布 
 ユズリハに⽐べ、低標⾼地に⽣育する
常緑広葉樹⾼⽊。海岸近くのタブノキ林、
海岸林、常緑広葉樹⼆次林に⽣育する。優
占林を形成する場合もある。葉はユズリ
ハより⼩さく 6〜12cm。縁が少し内側に
巻く。本州以南に分布する。 
 
ハ チ ジ ョ ウ シ ョ ウ マ Astilbe 

hachijoensis Nakai （ユキノシタ目 ユ

キノシタ科 チダケサシ属） 伊豆諸島

の一部 伊豆諸島の固有変種 東京

都 RDB：絶滅危惧Ⅱ類 

 ⾼標⾼地の岩上や⾵衝草原に⽣育
する多年⽣の草本。葉は 3 回 3 出複
葉。花は⼩型で⽩⾊であるが、花序全
体は、20cm 以上になる。全体として泡が付いたように⾒える。トリアシショウマの変種。伊⾖諸島の固有変種。 
 
イズノシマダイモンジソウ Saxifraga 

fortunei Hook. f. var. jotanii (Honda) 

Wakab. （ユキノシタ目 ユキノシタ科 

ユキノシタ属） 伊豆諸島に比較的広く

分布 

 湿った崖や岩上、湿った法⾯などに
⽣育する⼩型の草本。急傾斜の部分
に⽣育する。葉は根⽣し、丸く⽴⽑
がある。花は 5 ⽚で⽩⾊。「⼤」の字
状に⾒えることが、ダイモンジソウ
の名前の由来となっている。ダイモ
ンジソウの変種。伊⾖諸島の他、房総半島南部に分布す
る。伊⾖諸島の植物の典型的な分布様式の⼀つであり、
島から本⼟に再侵⼊した可能性も⽰唆する。 
 

ユズリハ（御蔵島 2007 年 5 月、上條） 

ヒメユズリハ（三宅島 2016 年 4 月、穴原） 

ヒメユズリハ（三宅島 2020 年 7 月、

上條） 

ハチジョウショウマ（八丈島 2019 年 7 月、上

條） 

ハチジョウショウマの花（八丈島 2019

年 7 月、上條） 

イズノシマダイモンジソウ（三宅島

2019 年 11 月、上條） 

イズノシマダイモンジソウが群生する法面（三宅島

2019 年 11 月、上條） 

イズノシマダイモンジソウ。花

弁が切れ込んだ個体。（御蔵

島 2017 年 12 月、上條） 
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タイトゴメ Sedum japonicum Siebold ex Miq. subsp. oryzifolium (Makino) H.Ohba 

var. oryzifolium (Makino) H. Ohba （ユキノシタ目 ベンケイソウ科 マンネング

サ属） 伊豆諸島に広く分布 

 海岸の岩場に⽣育する⼩型の多⾁植物。本種を含め海岸
には、乾燥耐性のある⼩型の多⾁植物が⽣育する。葉は⼩さ
く、名前の「コメ」の由来となっている。花は 5 弁で⻩⾊。
本州以南に分布する。 
 
ホザキノフサモ Myriophyllum spicatum L. （キンポウゲ目 アリノトウグ

サ科 フサモ属） 伊豆諸島の一部 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅰ類 

 池や湖に⽣育する沈⽔植物。三宅島の⼤路池に⽣育する。伊⾖諸
島には貯⽔池などを除くと、淡⽔の⽌⽔は少なく、⽔草は多くな
い。葉は⽻状に細く深裂している。北海
道から琉球の淡⽔に⽣育する。 
 
テリハノブドウ Ampelopsis glandulosa (Wall.) Momiy. var. hancei (Planch.) 

Momiy.  （ブドウ目 ブドウ科 ノブドウ属） 伊豆諸島に広く分布 

 林縁、海岸の低⽊林、伐採跡地などに⽣育するツル植物。果実は、⽔⾊
から⻘⾊に熟し、特徴的。⾷⽤にはならない。葉には光沢があり、ノブド
ウの海岸型とされる。本州以南に分布する。 
 
シチトウエビヅル Vitis ficifolia Bunge var. izuinsularis (Tuyama) H. Hara  

（ブドウ目 ブドウ科 ブドウ属） 伊豆諸島に広く分布 伊豆諸島固有変種 

 林縁、海岸の低⽊林、伐採跡地などに⽣育するツル植物。葉の形はテ
リハノブドウに似るが、本種は裏⾯に⽩から褐⾊の綿⽑が密⽣するのが
特徴的。果実は、⿊⾊に熟し、⾷⽤となる。エビヅルの変種。 

 
ハマナタマネ Canavalia lineata (Thunb.) DC.  （マメ目 マメ

科 ナタマメ属） 伊豆諸島に比較的広く分布 

 海岸に⽣育するツル植物。葉は 3 枚の⼩葉からなる。
花はピンク⾊。本州以南に分布する。 
 
 
 

ホザキノフサモ。花が水面の上

に出ている。（三宅島 2013 年 6

月、上條） 

タイトゴメ（三宅島

2019年6月、上條）

テリハノブドウ。未熟な果実がついている。

（大島 2020 年 7 月、上條） 

シチトウエビヅル（三宅島 2020 年

6 月、上條） 

シチトウエビヅル。葉の裏側。（三

宅島 2020 年 6 月、上條） 

道路沿いの林縁を覆うシチトウエビヅル（三宅島 2019 年 9

月、上條） 

ハマナタマメ（神津島

2019 年７月、上條） 
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マルバアキグミ Elaeagnus umbellata Thunb. var. rotundifolia Makino （バラ目 グミ科 

グミ属） 伊豆諸島に広く分布 

 海岸近くに⽣育する低⽊。ややツル性になる。葉は丸く、裏⾯は銀⽩⾊の鱗⽚
に覆われ、⽩く⾒える。表⾯にも鱗⽚がある。花は⽩⾊で漏⽃状。果実は球形で
⾚く熟す。伊⾖諸島には本種の他、オオバグミとツルグミが⽣育するが、最も海
岸に近くに⽣育するのは本種となる。本州以南に分布する。 
 
イヌビワ Ficus erecta Thunb. var. erecta （バラ目 クワ科 イチジ

ク属） 伊豆諸島に広く分布 

 低標⾼の森林に⽣育する落葉広葉樹低⽊。常緑広葉樹の⾃然
林にも⽣育する。枝を折ると、⽩い液
が出る。花は、イチジク状花とよばれ
る特徴的な形態をしている。おしべや
めしべは、いちじく状花の内側にあ
る。雌雄異株。果実は熟すと⾷⽤にな
る。 
 
 
ハチジョウグワ Morus kagayamae Koidz. （バラ目 クワ科 クワ属） 伊豆

諸島に広く分布 伊豆諸島固有種 

 主に⼆次林に⽣育する落葉広葉樹⾼⽊。急傾斜地などでは常緑広葉樹⾃然林にも⾼⽊として出現する。⼤き
いものは直径 50 ㎝を超え、さらに⼤きいものある。葉は⼤型で、深く切れ込むものも多い。果実は⿊く熟し、
⽢く⾷⽤となる。神津島などには、⿊くならない、⾚⾝を帯びた⽩⾊の状態で果実が⽢くるものがあり、”ミズ
ガーノ”と呼ばれる。ハチジョウグワは材質も優れており、植林もされてきた。材を磨くと独特の光沢が出る。
現在も、箸、アクセサリーなどに加⼯されている。伊⾖諸島固有種であるが、養蚕などを⽬的として本州から持
ち込まれたヤマグワやマグワとの交雑個体も多い可能性がある。 
 
 
 
 

 
ラセイタソウ Boehmeria splitgerbera Koidz. （バラ目 イラクサ科 ヤブマ

オ属） 伊豆諸島に広く分布 

 海岸に⽣育する多年草。葉は厚く、硬く、細かいしわがあり、特徴
的である。名前の由来（らせいた、らしゃ）にもなっている。本州南
部から紀伊半島に分布する。 
 
 

マルバアキグミ

（青ヶ島 2012

年 4 月、荒井） 

イヌビワ（八丈島 2013 年 8 月、星野）

イヌビワ（三宅島 2020 年 7 月、上條） 

ハチジョウグ

ワ （ 三 宅 島

2020 年 7

月、上條） 

ハチジョウグ

ワ （ 三 宅 島

2020 年 7

月、上條） 

ラセイタソウ（神津

島 2020 年 7 月、上

條） 

ハ チ ジ ョ ウ グ

ワ。左がミズガ

ーノ呼ばれるタ

イ プ （ 神 津 島

2012 年 6 月、

牧口） 
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シマナガバヤブマオ Boehmeria egregia Satake （バラ目 イラクサ科 ヤ

ブマオ属） 伊豆諸島に比較的広く分布 伊豆諸島固有種 

 草原や林縁に⽣育する多年草。⾼さ 2m 以上になる。葉は細⻑く、
尾状に先が尖る。葉はやや厚く、しわがある。伊⾖諸島固有種。ナガバ
ヤブマオとラセイタソウとの交雑により⽣じたという⾒解がある。 
 
 
ヤ ナ ギ イ チ ゴ Debregeasia 

orientalis C. J. Chen （バラ目 イ

ラクサ科 ヤナギイチゴ属） 伊

豆諸島に広く分布 

林縁や伐採跡地などに⽣育
する低⽊。落葉性。⾼さ 4m 程
度になる。葉は細⻑く、名前の
由来のようにヤナギの葉のよ
うな形状である。葉はやや厚
く、しわがある。キイチゴに似
た果実をつけ、名前の由来ともなっている。⽢く⾷べることができる。本州以南に分布する。 
 
ハドノキ Oreocnide pedunculata (Shirai) Masam. （バラ目 イラクサ科 ハドノキ属） 伊

豆諸島の一部 

 ⻘ヶ島の林縁や伐採跡地などに⽣育する低⽊。⼋丈島にも分布す
る。タブノキからなる常緑広葉樹⼆次林内にも⽣育する。常緑低⽊で、
⾼さ 3〜5m になる。葉は細⻑い。果実は⽩くなり、⽢く、⾷べること
ができる。紀伊半島以南に分布する。 
 
 
 
 
 

 
テリハノイバラ Rosa luciae Rochebr. et Franch. ex Crèp. （バラ目 バラ科 

バラ属） 伊豆諸島に広く分布 

 海岸、草原、林縁に⽣育するツル植物。海岸近くに多いが、⼭頂の⾵
衝草原や湿地などにも出現する。葉は⽻状複葉で 7〜9 枚の⼩葉からなり
光沢がある。茎には刺があるが、刺の少ない個体もある。花は⽩⾊で果
実は⾚く熟す。本州以南に分布する。 
 
 

シマナガバヤブマオ（三宅

島 2020 年 9 月、上條） 

ヤナギイチゴ（三宅島 2013 年 6 月、上條） ヤナギイチゴの果実（三宅島 2013 年 6 月、上

條） 

 

ハドノキの花

（青ヶ島 2015

年 5 月、上

條） 

ハドノキ（青ヶ

島 2015 年 5

月、上條） 

ハドノキ。果実を

つけている。（青

ヶ島 2018 年 2

月、上條） 

テリハノイバラ（三宅島

2019 年 6 月、上條） 
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ハチジョウイチゴ Rubus ribisoideus Matsum. （バラ目 バラ科 キイチ

ゴ属） 伊豆諸島に比較的広く分布 

 伊⾖諸島の落葉低⽊林、伐採跡地、林縁などに⽣育する。2m 程
度になる。葉や茎はビロード状の⽑に覆われ、独特の⼿触りがあ
る。刺はない。花は⽩⾊で下向きに咲き、上向きに咲くカジイチゴ
と対照的。果実は⽢く、⾷べることができる。本州（伊⾖諸島以⻄）、
四国、九州に分布。 
 
 
カジイチゴ Rubus trifidus Thunb.  （バラ目 バラ科 キイチゴ属） 伊豆諸島に広く分布 

 伊⾖諸島の落葉低⽊林、伐採跡地、林縁などに⽣育する。3m 程度になる。葉はカエデのように掌状に深裂す
る。全体無⽑。刺はない。花は⽩⾊で上向きに咲き、下向きに咲くハチジョウイチゴと対照的。果実は⽢く、⾷
べることができる。本州から九州に分布。 

 
 
 
 
 
 
 

 
シマヤマブキショウマ Aruncus dioicus (Walter) Fernald var. insularis H. 

Hara （バラ目 バラ科 ヤマブキショウマ属） 伊豆諸島に比較的広く分布 

伊豆諸島固有変種 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅱ類 

 伊⾖諸島の⾼標⾼域の低⽊林、草原、林縁に⽣育する草本。夏緑⽣。
葉は 2 回または 3 回 3 出複葉。花は⽩⾊で花弁とがく⽚は 5 枚。伊⾖
諸島固有変種。ヤマブキショウマの変種。 
 
オオシマザクラ Cerasus speciosa (Koidz.) H. Ohba （バラ目 バラ科 サ

クラ属） 伊豆諸島に広く分布  
伊⾖諸島の落葉広葉樹林の優占種。伐採の後に再⽣した⼆次林の

他、⽕⼭噴⽕後の遷移途中相の森林に⽣育する。⾼標⾼域では常緑広
葉樹林内にも⽣育する。葉は、針状に伸びる鋸⻭と葉柄の蜜腺が特徴
的。花は⽩⾊でサクラ属の中では最も⼤きい。開葉と同時に開花する。
⽩い花と緑の葉が混じった姿が特徴的。花の⾊はピンク⾊を帯びるも
のもある。果実は熟すと⿊⾊となり、⽢く⾷べることができる。ソメ
イヨシノは本種とエドヒガンの交雑による成⽴した品種である。また、
桜餅のサクラ葉は本種の葉である。現在は全国に広く植栽されている
が、本来の分布は伊⾖諸島のみ、あるいは伊⾖諸島、伊⾖半島、房総
半島だったと考えられる。伊⾖諸島の固有種あるいは準固有種となる。 

ハチジョウイチゴ（三宅島 2016 年 3 月、穴原） 

カジイチゴ（三宅島 2016 年 3 月、島崎） カジイチゴ（三宅島 2016 年 4 月、上條） 

 
カジイチゴ（三宅島 2016 年 5

月、島崎） 

シマヤマブキショウマ（大島 2013 年 8 月、牧口） 

オオシマザクラ（三宅島 2007 年 3 月、上條） 
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シャリンバイ Rhaphiolepis indica (L.) Lindl. var. umbellata (Thunb.) H. Ohashi 

（バラ目 バラ科 シャリンバイ属） 伊豆諸島に広く分布 

 海岸や海岸近くの森林に⽣育する常緑広葉樹。3m 程度になる。海岸
近くでは 50cm ほどに矮性化する。葉が丸いものをマルバシャリンバイ
とも呼ばれ、伊⾖諸島のものはマルバシャリンバイのタイプの個体が⽣
育する。花は⽩⾊。果実は⿊紫⾊。本州以南に分布。 
 
ス ダ ジ イ Castanopsis sieboldii (Makino) 

Hatus. ex T. Yamaz. et Mashiba subsp. 

sieboldii （ブナ目 ブナ科 シイ属） 伊豆諸

島に広く分布 

 常緑広葉樹林の優占樹種。樹⾼ 20ｍを超
え、胸⾼直径 1m を超える⽊も⾮常に多い。
伊⾖諸島の極相林はスダジイ林であり、御
蔵島などではスダジイ⾃然林が広がって
いる。萌芽⼒が強く、萌芽⼆次林も多い。
⽇本で最も太いとされるスダジイは御蔵
島と三宅島の個体である。葉は裏⾯が褐⾊
なのが特徴的。光沢もあり銅⾊や銀⾊に⾒
える。尾状花序で花は⼩型であるが、樹冠
全体を覆う。新葉は⻩⾊く、展葉時は森全
体が⻩⾊く⾊づく。果実は堅果、いわゆる

オオシマザクラ（三宅島 2018 年 3 月、上條） 

オオシマザクラ（三宅島 2020 年 7

月、上條） 

オオシマザクラの葉柄と

蜜腺（三宅島 2020 年 7

月、上條） 

オオシマザクラの鋸歯（三

宅島 2020 年 7 月、上條） 

オオシマザクラ。三宅島の 1986 年溶

岩上に定着した稚樹（三宅島 2018 年

4 月、上條） 

オオシマザクラの巨樹（新島、八木） 

シャリンバイ（三宅島 2016 年 4 月、菊地） 

スダジイ。御蔵島で最も太く、日本最大とされる。オオタニワタリが着生している。

（御蔵島 2017 年 12 月、上條） 
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ドングリである。苦みがなく、⽣⾷
できる。伊⾖諸島の森を代表する
樹⽊である。その⼀⽅で、近年、カ
シノナガキクイムシによる被害や
スダジイタマバエによる成熟した
果実の減少がみられる。本州以南
に分布する。 
  
 

 
ヤマモモ Morella rubra Lour. （ブナ目 ヤマモモ科 ヤマモモ属） 伊豆諸

島に比較的広く分布 

 常緑広葉樹林に⽣育する⾼⽊。⾼さ 10ｍ程度になる。葉は⻑さ 5〜
10cm。細⻑い。雌雄異株。果実は⾚く熟し、⽢く、⾷⽤になる。本州
以南に⽣育する。 
 
オオバヤシャブシ Alnus sieboldiana Matsum.  （ブナ目 カバノキ科 ハン

ノキ属） 伊豆諸島に広く分布 

 噴⽕、伐採、耕作などの攪乱跡地に⽣育・優占
する落葉広葉樹。噴⽕跡地に第⼀に定着する植物
の⼀つ。⾼さ 10m 以上になる。葉はほぼ平⾏に
並ぶ葉脈が⽬⽴つ。鋸⻭はあらく尖る。尾状花序
で構成する花は⼩さい。早春（3 ⽉）に開花す
る。果穂（果序）は松ぼっくりに似た形で、⼀つ
⼀つの種⼦には⼩さい翼がついている。根には根
粒があり、放線菌との共⽣関係を通じて空中窒素
（窒素分⼦）固定することができる。伊⾖諸島で
は、地⼒回復、アシタバなどの緑陰を⽬的として
耕作地に植栽される。全国的には砂防緑化樹種と
して広く植栽され、⾃然分布を知ることは難し
い。⾃⽣地は伊⾖諸島と本州太平洋側の⼀部と考
えられる。 
 

スダジイ。開花している。主に雄花（式

根島 2016 年 5 月、上條） 
スダジイ。殻斗（どんぐりの帽子）は種子全

体を覆い、熟すと開く（神津島、上條） 

中央がスダジイタマバエに寄生された果

実（果序）。右は正常な種子。（御蔵島

2017 年 12 月、上條） 

オオバヤシャブシ。1983 年溶岩上に生育する個体。（三宅島 2018 年

4 月、上條） 

ヤマモモの果実（神津島 2019 年 6 月、石田） 

スダジイ(三宅島 2020 年 9 月、上條） スダジイ(三宅島 2020 年 9 月、上條） 



34 
 

 
 
 

 
 

 
ツルオオバマサキ Euonymus japonicus Thunb. f. radicifer (Nakai) Sugim. 

（ニシキギ目 ニシキギ科 ニシキギ属） 伊豆諸島に広く分布 

 海岸近くに⽣育する常緑低⽊。ツル性になる。海岸ではトベラなど
とともに低⽊林を形成する。常緑広葉樹林内にも出現する。葉は対⽣
する。花は⽩⾊。果実は⾚く熟し、四つに開いて中から⾚い種⼦が出
てくる。マサキの品種。伊⾖諸島、伊⾖半島、房総半島、神奈川に分
布する。 
 
イズノシマウメバチソウ Parnassia palustris L. var. izuinsularis H. Ohba 

（ニシキギ目 ニシキギ科 ウメバチソウ属） 伊豆諸島の一部 伊豆諸島

固有変種 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅱ類 
 神津島や御蔵島の⾼標⾼地の草原や岩場に⽣育する。道路の法⾯に
⽣育する場合もある。⾼さ 5〜20cm の草本。夏緑⽣。葉の基部は⼼
形となる。花は⽩⾊で花弁は 5 枚。ウメバチソウの変種。ウメバチソ
ウは本州などでは、冷温帯や亜⾼⼭帯に⽣育する種であり、温暖な伊
⾖諸島での分布は特異的である。 
 
ホルトノキ Elaeocarpus zollingeri K. Koch var. zollingeri （カタバミ目 ホ

ルトノキ科 ホルトノキ属） 伊豆諸島に広く分布  

 低標⾼の常緑広葉樹林に⽣育する常緑⾼⽊。⾼さ 20m 以上になる。
葉は⻑さ 5〜12cm。細⻑い。花は⼩型で⽩⾊。果実は細⻑く、はじめ
緑⾊で熟すと⿊くなる。⽢く、⾷べることができる。 
 

オオバヤシャブシ。未熟な果実をつけている（大島

2020 年 7 月、上條） 

オオバヤシャブシ。

1874 年溶岩上に生

育する大型個体。

（三宅島 2018 年 3

月、上條） 

オオバヤシャブシ。葉の表面。

（三宅島 2020 年 9 月、上條） 

オオバヤシャブシ。葉の裏面。

（三宅島 2020 年 9 月、上條） 

オオバヤシャブシ

の 根 粒 （ 三 宅 島

2013 年 11 月、上

條） 

イズノシマウメバチソウ（神津島 2011 年 10 月、

石田） 

ツルオオバマサキ（大島 2020 年 7 月、上條） 

ホルトノキの花（神津島 2009 年 8 月、石田） 
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アカメガシワ Mallotus japonicus (L. f.) Müll.Arg. （キントラノオ目 トウダイグ

サ科 アカメガシワ属） 伊豆諸島に広く分布 

 伐採などの攪乱跡地に⽣育する落葉⾼⽊。葉は⼤きく 20cm 以上にな
る。新芽は⾚く、名前の由来となっている。個々の花は⼩型で花弁はない。
雌雄異株。果実には突起があり、熟すと⿊い種⼦が出てくる。本州以南に
分布。 
 
アツバスミレViola mandshurica W. Becker var. triangularis (Franch. et Sav.) 

M. Mizush. （キントラノオ目 スミレ科 スミレ属） 伊豆諸島に広く分布 

 海岸や路傍に⽣育する⼩型の草本。葉は根元から斜上する。スミレの変種であり、スミレに⽐べ葉が厚く光
沢がある。花は紫⾊から⽩⾊まで変異に富む。⽩⾊のものはニイジマスミレと呼ばれる品種とされる。伊⾖諸
島、房総半島、三浦半島、伊⾖半島に分布する。 

 
ニイジマスミレ Viola mandshurica W. 

Becker var. triangularis (Franch. et 

Sav.) M. Mizush. f. niijimensis (Nakai) F. 

Maek. et T. Hashim. 伊豆諸島の一部 

（キントラノオ目 スミレ科 スミレ属） 
 アツバスミレの⽩⾊の品種。新島に
多い。 
 

シ チ ト ウ ス ミ レ Viola grypoceras A. Gray var. 

hichitoana (Nakai) F. Maek.  （キントラノオ目 スミ

レ科 スミレ属） 伊豆諸島に広く分布 

 草原、明るい樹林の林床、路傍、法⾯に⽣育す
る⼩型の草本。葉は⼼形。タチツボスミレの変種。
花は淡い紫⾊。伊⾖諸島と伊⾖半島南部に分布す
る。 
 
ハチジョウオトギリ Hypericum hachijyoense Nakai （キントラノオ目 オトギリソ

ウ科 オトギリソウ属） 伊豆諸島の一部 伊豆諸島固有種 東京都 RDB：絶滅

危惧Ⅰ類 

 ⾼標⾼域の岩場に⽣育する多年草。⾼さ 5〜15cm。花は⻩⾊。伊⾖諸島
の固有種。分布域が限られている。 

アカメガシワ（三宅島 2020 年 7 月、上條） 

アツバスミレ（御蔵島

2013 年 4 月、上條） 

アツバスミレ（三宅島 2016 年

3 月、島崎） 

アツバスミレ（三宅島

2016 年 3 月、穴原） 

アツバスミレ（三宅

島 2016 年 3 月、穴

原） 

アツバスミレ（式根島

2016 年 5 月、上條） 
アツバスミレ（青ヶ

島 2018 年 2 月、上

條） 

アツバスミレ。ほとん

ど白色の個体。（新島

2012 年 3 月、上條） 

ニイジマスミレ。アツバスミレの品

種（新島 2012 年 3 月、上條） 

シチトウスミレ。（三宅島 2016 年 4

月、島崎 
シチトウスミレ。（利島 2015 年

4 月、上條） 

ハチジョウオトギリ（八丈島

2018 年 8 月、牧口） 
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キブシ Stachyurus praecox Siebold et Zucc （ハチジョウキブシ

Stachyurus praecox Siebold et Zucc. var. matsuzakii (Nakai) Makino 

ex H.Hara） （ミツバウツギ目 キブシ科 キブシ属） 伊豆諸島に広く

分布 
 ⼆次林や伐採跡地に再⽣した低⽊林、⾕沿いの攪乱跡地などに
⽣育する落葉低⽊。道路沿いにも多い。葉は細⻑く⼤きい 20 ㎝以
上になる。花は淡い⻩⾊。早春に咲く。果実は緑⾊で熟すと⿊みを
帯びる。伊⾖諸島のものは本州などのキブシに⽐べ、葉や果実が著
しく⼤きい。これらを変種のハチジョウキブシとして区別する⾒
解がある。北海道から九州に分布。 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
オオモミジ Acer amoenum Carrière var. amoenum （ムクロジ目 ムクロジ科 カエ

デ属） 伊豆諸島の一部 

 ⼤島などの⾼標⾼域の森林に⽣育する落葉広葉樹。葉は掌
状に深裂する。翼のあるカエデ属に特徴的な果実をつける。北
海道から九州に分布する。 
 
ミヤマシキミ Skimmia japonica Thunb. var. japonica （ムクロジ目 ミカン科 ミヤマ

シキミ属） 伊豆諸島に比較的広く分布 

⾼標⾼域の森林に⽣育する常緑低⽊。葉は厚い。葉には油点があり、ちぎる
と独特の臭いがする。果実は⾚く熟し、森林内で⽬⽴つ。北海道から九州に分
布。 
 

カラスザンショウ Zanthoxylum ailanthoides Siebold et Zucc. var. ailanthoides （ム

クロジ目 ミカン科 サンショウ属） 伊豆諸島に広く分布 

 低標⾼の⼆次林や伐採跡地に⽣育する常緑⾼⽊。⼤きいものは 15m になる。
葉は⽻状複葉。⼩葉は 11〜21 枚。葉には油点があり、ちぎると独特の臭いがす
る。茎には刺があるが、伊⾖諸島では刺が少
ない個体が多く、全く刺の無い個体もあり、
トゲナシカラスザンショウと呼ぶ。花は⽩
⾊。個々の花は⼩さいが、花序は⼤きく、直
径 30cm にもなる。本州から琉球に分布。 
  

キブシ（三宅島 2020 年 7 月、上條） 

キブシ（三宅島 2020 年 7 月、上條） キブシ（三宅島 2020 年 7 月、上條） キブシ（三宅島 2016 年 3 月、穴原） 

カラスザンショウ（三宅島 2020 年 7

月、上條） 

カラスザンショウ（三宅島 2020 年

7 月、上條） 

ミヤマシキミ（大島 2013 年 11 月、

上條） 

 

オ オ モ ミ ジ （ 大 島

2020 年 9 月、西谷） 



37 
 

イソマツ Limonium wrightii (Hance) Kuntze var. arbusculum (Maxim.) H. Hara （ナデシコ目 イソマツ科 イソマツ属） 

伊豆諸島の一部 環境省 RDB：絶滅危惧Ⅱ類 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅱ類 

 海岸の岩場に⽣育する。他の植物の⽣育しない裸地状の岩場にも⽣育する。⼩低⽊で⾼さ 20cm 程度にしか
ならない。葉は⼩型で厚い。茎は太く松を思わせる形になり、語源ともなっている。がくは⽩⾊。花冠は筒状で
紅紫⾊。伊⾖諸島、⼩笠原諸島、硫⻩島、宇治群島、草垣群島、種⼦島、屋久島、琉球に分布。 

 
 
 
 
 
 

 
 

ハチジョウイタドリ Fallopia japonica (Houtt.) Ronse Decr. var. hachidyoensis (Makino) Yonek. et H. Ohashi （ナデシ

コ目 タデ科 ソバカズラ属） 伊豆諸島に広く分布 伊豆諸島の固有変種 

 新しい噴⽕の跡地、伐採などの攪乱跡地に⽣育する多年草。噴⽕跡地に第⼀に定着する植物の⼀つ。⾼さ 3m
になる。葉は 10cm 以上になる。花は乳⽩⾊。果実は 3 稜形となる。イタドリの変種。伊⾖諸島の固有変種。 

 
 
 
 
 
 
 

 
モウセンゴケ Drosera rotundifolia L. （ナデシコ目 モウセンゴケ科 モウセ

ンゴケ属） 伊豆諸島の一部  

 ⾼標⾼域の湿った崖や岩場に⽣育する⼩型の⾷⾍植物。葉には昆⾍な
どを捕える腺⽑が⽣える。花は⽩⾊。北海道から九州に分布。 
 
 
 
ハマナデシコ Dianthus japonicus Thunb. （ナデシコ目 

ナデシコ科 ナデシコ属） 伊豆諸島に広く分布  

 海岸に⽣育する⾼さ 10〜50cm の多年草。葉は光
沢があり、厚い。花は紅紫⾊。花⾊の変異は⼤きい。
本州から琉球に分布。花が⽩いものを品種として、
シロバナハマナデシコという。 
 
  

イソマツ（三宅島 2010 年 8 月、上條） イソマツ（式根島 2016 年 5 月、上條）

イソマツの茎（三宅島 2019 年 6 月、

上條） 

ハチジョウイタドリ。1983年溶岩上。（三宅島 2018

年 3 月、上條） 
ハチジョウイタドリ（三宅島 2003 年 9 月、上條）

ハチジョウイタドリ（大島

2017 年 7 月、上條） 

モウセンゴケ（神津島 2012 年 6 月、牧口） 

ハマナデシコ。シロバナハマナ

デシコに当たる。（三宅島2019

年 6 月、上條） 
ハマナデシコ（三宅島 2019 年 6

月、上條） 
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ウツギ Deutzia crenata Siebold et Zucc. var. crenata （ミズキ目 アジサイ

科 ウツギ属） 伊豆諸島に広く分布 

 落葉広葉樹⼆次林や伐採跡地などに⽣育する落葉低⽊。⾼さ 3m 程度
になる。葉は対⽣。星状⽑が⽣えるが、伊⾖諸島のものは星状⽑が少な
いものが多い。茎は中空で特徴的。花は⽩⾊。北海道から九州に分布。 
  
 
 
ガクアジサイ Hortensia macrophylla (Thunb.) H. Ohba et S. Akiyama f. normalis （ミズキ目 アジサイ科 アジサイ

属） 伊豆諸島に広く分布 

落葉広葉樹⼆次林や伐採跡地などに⽣育する落葉低⽊。⾼標⾼域の攪乱跡地では優占することも多い。道路
沿いからもよく観察することができる。⾼さ 4m 程度になる。葉は対⽣で⼤型。伊⾖諸島のものは特に⼤きい。
葉は⻑さ 20cm 以上になる。無⽑。花序の中央に種⼦をつける⻘⾊の花が集まる。周辺の花は装飾花で種⼦は
つけない。⽩⾊で⻘みを帯びることが多い。伊⾖諸島、⼩笠原諸島（北硫⻩島、南硫⻩島）、房総半島、三浦半
島、伊⾖半島に⾃⽣する。野⽣化とみられる分布も多い。栽培品種のアジサイは本種から作出された。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
ラセイタタマアジサイ Platycrater involucrata (Siebold) H. Ohba et S. Akiyama var. idzuensis (Hayashi) H. Ohba et 

S. Akiyama （ミズキ目 アジサイ科 バイカアマチャ属） 伊豆諸島に広く分布 伊豆諸島の固有変種 

攪乱を受けた⾕沿い、落葉広葉樹⼆次林や伐採跡地などに⽣育する落葉低⽊。⾕沿いではガクアジサイと共
に優占することも多い。⾼さ 5m 程度になる。葉は対⽣で⼤型。⻑さ 30cm 近くになる。有⽑。つぼみは丸く種
名の由来となっている。花序の中央に種⼦をつける薄紫⾊の花が集まる。周辺の花は装飾花で種⼦はつけない。
⽩⾊。タマアジサイの変種。タマアジサイに⽐べ葉が⼤きい。伊⾖諸島の固有変種。 

 

ウツギ（三宅島 2013 年 6 月、上條） 

ガクアジサイ（三宅島 2019 年 6 月、上條） ガクアジサイ。道路沿いを彩る。（三宅島 2019 年 6 月、上條） 

ラセイタタマアジサイ（三宅

島 2020 年 6 月、上條） 

ラセイタタマアジサイのつぼみ（三宅島

2020 年 7 月、上條） 
ラセイタタマアジサイの花（三宅島、津村） 
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ヒサカキ Eurya japonica Thunb. var. japonica（ツツジ目 サカキ科 ヒサカキ属） 伊豆諸島に広く分布 

 伊⾖諸島の極相林から⼆次林に⾄る広く森林に⽣育する常緑広葉樹亜⾼⽊。⾼さ 10m 程度になる。⾼標⾼域
の雲霧林では優占林を形成する。また、海岸林でも多くなる。葉には鋸⻭がある。花は 3-5mm で⻩⽩⾊下向き
に咲く。独特の臭いがある。果実は熟すと⿊⾊になる。本州から琉球に分布。サカキとともに神事に⽤いられ
る。 

 
ヤブコウジ Ardisia japonica (Thunb.) Blume var. japonica （ツツジ目 サクラソウ科 

ヤブコウジ属） 伊豆諸島に広く分布 

 林床に⽣育する常緑⼩低⽊。⾼さは 10cm〜20cm 程度。鋸⻭はオオツルコウジ
やツルコウジに⽐べ、細かい。果実は⾚く熟す。本州から九州、吐噶喇列島に分
布する。変種のホソバヤブコウジとその品種のシラタマヤブコウジが伊⾖⼤島か
ら記録されている。 
 
オオツルコウジ Ardisia walkeri Yuen P. Yang  （ツツジ目 サクラソウ科 ヤブコウジ

属）  伊豆諸島の一部 環境省 RDB：絶滅危惧ⅠB 類 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅱ類 
林床に⽣育する常緑⼩低⽊。⾼さは 10cm〜20cm 程度。鋸⻭はヤブコウジより

粗い。果実は⾚く熟す。伊⾖諸島、本州（千葉以⻄）、九州、琉球（徳之島以北）
に分布。 
 
ツルコウジ Ardisia pusilla A. DC. var. pusilla （ツツジ目 サクラソウ科 ヤブコウジ属）  

伊豆諸島の一部 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅱ類 

林床に⽣育する常緑⼩低⽊。利島に分布する。⾼さは 10cm〜15cm 程度。鋸⻭
はヤブコウジより粗い。オオツルコウジやヤブコウジに⽐べ⽑が多い。果実は⾚
く熟す。本州（千葉以⻄）から琉球に分布。 
 

 

ハマボッス Lysimachia mauritiana Lam. var. mauritiana  （ツツジ目 サクラ

ソウ科 オカトラノオ属） 伊豆諸島に広く分布 
 海岸に⽣育する。⾼さ 5〜20cm。葉は光沢があり多⾁。花冠は⽩⾊で５
裂する。北海道から琉球に分布する。 
 
 
  

ヒサカキ（三宅島 2016 年 3 月、島崎） ヒサカキ（三宅島 2016 年 3 月、穴原） ヒサカキ（三宅島 2020 年 9 月、上條） 

ヤブコウジ（三宅島 2017 年 1 月、上條） 

オオツルコウジ（三宅島 2017 年 1 月、上條） 

ツルコウジ（利島 2014 年 7 月、牧口） 

ハマボッス（三宅島 2016 年 6 月、島崎） 
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ヤブツバキ Camellia japonica L. var. japonica （ツツジ目 ツバキ科 ツバキ属） 伊豆諸島に広く分布 

 伊⾖諸島の極相林から⼆次林に⾄るまで、広く森林に⽣育する常緑広葉樹⾼⽊。⾼さ 10m 以上になる。海岸
林でも多くなる。葉は厚く光沢があり、鋸⻭がある。花は径 5〜7cm。冬から早春に咲く。花は⾚⾊、紅紫⾊。
果実は 2〜4cm。裂開すると 2〜数個の⿊褐⾊の種⼦が現れる。種⼦は椿油となり、⾷⽤油に⽤いられる。さら
に⽯鹸や化粧品などに加⼯される。材は固く、⼯芸品に⽤いられる。有⽤樹種であり、伊⾖諸島において広く植
栽されている。本種から多くの観賞⽤の栽培品種が作出された。本州から琉球に分布。 

 
エゴノキ Styrax japonicus Siebold et Zucc. （ツツジ目 エゴノキ科 エゴノキ属） 伊豆諸島に広く分布 

 伊⾖諸島の落葉広葉樹⼆次林の主要構成樹種となる落葉広葉樹⾼⽊。⽕⼭遷移途中相の落葉広葉樹林にも出
現する。花は⽩⾊で下向きに咲く。果実は⽩⾊でサポニンを含み有毒。果⽪が割れると褐⾊の種⼦が⼀つ出て
くる。伊⾖諸島のものは、葉が⼤きく、果実も⼤きく、オオバエゴノキとして区別する⾒解がある。北海道から
琉球に分布。 

 
 

リョウブ Clethra barbinervis Siebold et Zucc. （ツツジ目 リョウブ科 リョ

ウブ属） 伊豆諸島の一部 

 ⾼標⾼域の低⽊林に出現する落葉広葉樹⼩⾼⽊。葉は⻑さ 6〜
15cm。花は⽩⾊で⼩さく、花序を形成する。花序全体は⼤きく、⽩く
泡⽴つように⾒える。神津島などの流紋岩質の島で多い傾向にある。
北海道から九州に分布。 
 
ハコネコメツツジ Rhododendron tsusiophyllum Sugim. （ツツジ目 ツツ

ジ科 ツツジ属） 伊豆諸島の一部 環境省RDB：絶滅危惧Ⅱ類 東京都

RDB：絶滅危惧Ⅱ類 

 ⼭頂部の矮性低⽊林やササ草原に⽣育する⼩低⽊。神津島と御蔵島に分布する。半落葉性。葉は⼩さく、5〜
10mm。⽑が多い。花は⽩⾊で筒状。神津島には本種とオオシマツツジの雑種であるコウヅシマヤマツツジが分
布する。伊⾖諸島、関東地⽅南部、静岡に分布。 

ヤブツバキ（御蔵島、星野） ヤブツバキ（利島 2015 年４月、上條） ヤブツバキの果実（利島 2015 年 9 月、上

條） 

エゴノキ（三宅島 2016 年 4 月、穴原） エゴノキ（三宅島 2019 年 6 月、上條） 
エ ゴ ノ キ の 果 実 （ 三 宅 島

2019 年 6 月、上條） 

リョウブの花（神津島 2013 年 7 月、石田） 
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オオシマツツジ Rhododendron kaempferi Planch. var. macrogemma Nakai （ツツジ目 ツツジ科 ツツジ属） 伊豆諸

島に比較的広く分布  

 伊⾖諸島の低⽊林に⽣育する半落葉低⽊。特に⾼標⾼域の低⽊林に多い。⼤きいものでは⾼さ 4m 程度にな
る。花は朱⾊。紅紫⾊のものもある。ヤマツツジの変種。伊⾖諸島と伊⾖半島南部に分布。本種とハコネコメツ
ツジの雑種であるコウヅシマヤマツツジが神津島に分布する。 

 
 

 
 
 
 

 
シャシャンボ Vaccinium bracteatum Thunb. （ツツジ目 ツツジ科 スノキ属） 伊豆諸島の一部  

 伊⾖諸島の低⽊林に⽣育する常緑低⽊。
神津島や御蔵島などに分布。特に⾼標⾼域
の低⽊林に多い。⼤きいものでは⾼さ 4m
程度になる。花は⽩⾊。本州から琉球に分
布。 
 
 
 
 

ハコネコメツツジの花（神津島 2010 年

7 月、石田） ハコネコメツツジ（御蔵島 2013 年 10 月上

條） 

ハコネコメツツジ（御蔵島、上條） 

オオシマツツジ（式根島 2016 年 5 月、上條） オオシマツツジ。周囲の白く見えるのは流紋岩質の火山

砂。（神津島 2015 年 5 月、上條） 

コウヅシマヤマツ

ツジ（神津島 2010

年 6 月、石田） 

ヤマツツジ（神津

島 2012 年 6 月、

牧口） 

シャシャンボ（神津島 2012 年 6 月、牧

口） 

シャシャンボ。新葉は赤い。（式根島

2016 年 5 月、上條） 
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アオキ Aucuba japonica Thunb. var. japonica （アオキ目 アオキ科 アオキ属） 伊豆諸島に広く分布 

 森林内に⽣育する常緑広葉樹低⽊。葉は常緑広葉樹としては⼤きく、10〜25cm。対⽣する。花は⼩さく、花
弁は 4 枚。果実は⾚く、中に 1 個の種⼦が⼊っている。⻩⾊い果実をつける個体もある。本州から琉球に分布。 

 

 
アリドオシ Damnacanthus indicus C. F. Gaertn. var. indicus （リンドウ目 アカネ

科 アリドオシ属） 伊豆諸島に広く分布 

常緑広葉樹林内に⽣育する常緑広葉樹低⽊。⾼さ 20〜60cm。葉は 15〜
30mm で対⽣する。⻑い刺が特徴的で、葉の 2/3 より⻑い。花は⽩く漏⽃
状で 4 裂する。果実は⾚く熟す。類似した種としてオオアリドオシやジュ
ズネノキがある。本州から琉球に分布。 
 
ヘクソカズラ Paederia foetida L. （リンドウ目 アカネ科 ヘク

ソカズラ属） 伊豆諸島に広く分布 

 林縁、海岸、伐採跡地、路傍などに生育するツル植物。 

葉は対生。茎や葉をちぎると独特の臭いがする。花は白色

で内面は紅紫色。海岸型のものをハマサオトメカズラとし

て区別する場合がある。日本全土に分布。 

 

ソナレセンブリ Swertia noguchiana Hatus. （リンドウ目 リンドウ科 センブリ属） 伊豆諸

島の一部に分布 環境省 RDB：絶滅危惧Ⅱ類 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅰ類 

 海岸に⽣育する 1 年草。葉は多⾁質で⼩さく対⽣する。花は⻩⽩⾊で、紫⾊の筋が
特徴的。伊⾖諸島の⼀部と伊⾖半島に分布。 
 
センブリ Swertia japonica (Schult.) Makino var. japonica （リンドウ目 リンドウ科 センブ

リ属） 伊豆諸島に比較的広く分布  

 草原に⽣育する⼀年草または越年草。法⾯などにも出現する。葉は細⻑く、対⽣し、
1〜5cm。花は⽩⾊。胃薬となる。⾮常に苦い。北海道から九州に分布。変種のヒロ
ハセンブリが⼋丈島で記録されている。 
 
テイカカズラ Trachelospermum asiaticum (Siebold et Zucc.) Nakai var. asiaticum （リンドウ目 キョウチクトウ科 テイ

カカズラ属） 伊豆諸島に広く分布 

森林性のツル植物。常緑性。葉は対⽣する。茎や葉をちぎると⽩い液が出る。森林の林床に多い。樹⽊に登っ
た場合、樹⽊全体を覆うこともある。花は⽩く、花筒は⻑い。果実は⻑く、20cm 以上になる。中に⻑⽑がつい
た種⼦が⼊っている。伊⾖諸島のものは葉が⼤きい。変種のチョウジカズラとして区別する⾒解がある。 

アオキ（三宅島 2016 年 3 月、穴原） アオキ（御蔵島 2011 年 3 月、上條） アオキ。果実が黄色い個体。（御蔵島

2011 年 3 月、上條） 

アリドオシ（三宅島 2016 年 4 月、菊地） 

ソナレセンブリ（新島、八木） 

センブリ（御蔵島 2013 年 10 月、上條） 

ヘ ク ソ カ ズ ラ （ 八 丈 島

2018 年 8 月、星野） 

ヘ ク ソ カ ズ ラ （ 八 丈 島

2018 年 8 月、牧口） 
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ハマヒルガオ Calystegia soldanella (L.) R. Br. （ナス目 ヒルガオ科 ヒルガオ

属） 伊豆諸島に広く分布 

 海浜に⽣育する多年草。茎は砂の上を這う。葉は⻑さ 1〜4cm。やや厚く光
沢がある。花は淡いピンク⾊。北海道から琉球に分布。 
 
 
ハチジョウイボタ Ligustrum ovalifolium Hassk. var. pacificum (Nakai) M. Mizush. （シソ目 モクセイ科 イボタノキ属） 

伊豆諸島に広く分布 伊豆諸島固有変種 

 森林に⽣育する半常緑の⼩⾼⽊。⼆次林でより多く、伐採などの攪乱跡地にも⽣育する。10m 程度になる。
葉は対⽣する。花は⽩⾊。果実は⿊く熟す。オオバイボタの変種。伊⾖諸島固有変種。 

 
オオムラサキシキブ Callicarpa japonica Thunb. var. luxurians Rehder （シソ目 シソ科 ムラサキシキブ属） 伊豆諸

島に広く分布 

 森林に⽣育する落葉⼩⾼⽊。伐採などの攪乱跡地にも⽣育する。⾼さ数ｍ程度になる。葉は対⽣し、⻑さ 20cm
近くになる。花は淡い紅紫⾊から⽩⾊。果実は紫⾊に熟す。名前の由来ともなっている。ムラサキシキブの変
種。ムラサキシキブより葉が⼤きい。本州から琉球に分布。 

  

テイカカズラ（三宅島、2019年6月、

上條） 

テイカカズラの果実（大島、2020 年 8

月、上條） 
テイカカズラ。林床を覆っている。（三

宅島、2020 年７月、上條） 

ハマヒルガオ（三宅島 2016 年 4 月、穴原） 

ハチジョウイボタ。葉を光に透かした状態。

（三宅島 2020 年 7 月、上條） 

ハチジョウイボタ（三宅島 2019 年 5 月、上

條） 

ハチジョウイボタ（三宅島 2016 年 3 月、上

條） 

オ オ ム ラ サ キ シキ ブ（ 三 宅 島

2020 年 6 月、上條） 

オオムラサキシキブ

（三宅島 2020 年 7 月、

上條） 

オオムラサキシキブ（三

宅島 2019 年 6 月、上條） 
オオムラサキシキブ（青ヶ島 2018 年２

月、上條） 
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ハマゴウ Vitex rotundifolia L. f. （シソ目 シ

ソ科 ハマゴウ属） 伊豆諸島に広く分布 

 海浜に⽣育する落葉⼩低⽊。茎は砂の中
を這う。群⽣することが多い。葉は対⽣。
⽑が密⽣し裏⾯は灰⽩⾊。花は漏⽃状でや
や唇形。紫⾊。本州から琉球に分布する。 
 
 
 
クサギ Clerodendrum trichotomum Thunb. var. trichotomum （シソ目 シソ科 クサギ属） 伊豆諸島の一部に分布 

 低標⾼地の落葉広葉樹⼆次林や伐採などの攪乱後に成⽴した低⽊林に⽣育する落葉低⽊から⼩⾼⽊。⼤島な
ど伊⾖諸島北部で多い。葉は⼤きく有⽑。ちぎると臭いがし、語源となっている。花冠は⽩⾊。がくは⾚紫⾊を
帯びる。花には芳⾹がある。果実は熟すと⿊紫⾊になる。北海道から琉球に分布。伊⾖諸島には、変種のアマク
サギも⽣育するとされる。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
シマクサギ Clerodendrum izuinsulare K.Inoue, M. Haseg. et S. Kobay.  （シソ目 シソ科 クサ

ギ属） 伊豆諸島に広く分布 

 低標⾼地の落葉広葉樹⼆次林や伐採などの攪乱後に成⽴した低⽊林に⽣育する落葉低
⽊から⼩⾼⽊。葉は⼤きく無⽑。ちぎると臭いがする。花冠は⽩⾊。がくは、クサギと異
なり、緑⾊。花には芳⾹がある。三宅島以南の伊⾖諸島にはクサギは⾃⽣せず、本種のみ
が⾃⽣する。果実は熟すと⿊紫⾊になる。伊⾖諸島、伊⾖半島、三浦半島に分布。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

ハマゴウ（三宅島 2019 年 6 月、上

條） 
ハマゴウ（神津島 2020 年 7 月、上條） 

クサギ（大島 2020 年 8 月、上條） クサギの花（大島 2020 年 8 月、上條） 

シマクサギ（三宅島 2020

年 7 月、上條） 

シマクサギ（青ヶ島 2019 年 10 月、上條） シマクサギの花（三宅島 2020 年 8 月、上條） 
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ナンバンギセル Aeginetia indica L.  （シソ目 ハマウツボ科 ナンバンギセル属） 

伊豆諸島に比較的広く分布 

 草原や低⽊林に⽣育する 1 年⽣の寄⽣植物。イネ科などの単⼦葉植物に寄⽣
し、ハチジョウススキの株の下に⽣育していることが多い。花は淡い紅紫⾊。北
海道から琉球、⼩笠原に分布。 
 
ハチジョウコゴメグサ Euphrasia hachijoensis Nakai ex Furumi （シソ目 ハマウツボ科 コゴメグサ属） 伊豆諸島の

一部 伊豆諸島固有種 環境省 RDB：絶滅危惧Ⅱ類 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅱ類 

⼋丈島と御蔵島の⼭頂部の草原的環境に分布する１年草。⾼さは 5〜10cm 程度と⼩型。花は⽩⾊。花には⻩
斑や紫⾊の筋がある。花には変異がある。伊⾖諸島固有種。分布が限られており、保全対策が必要。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

イヌツゲ Ilex crenata Thunb. var. crenata （オオバイヌツゲ Ilex 

crenata Thunb. var. crenata f. latifolia (Goldring) Rehder、ハチジョ

ウイヌツゲ Ilex crenata Thunb. var. hachijoensis Nakai） （モチノキ

目 モチノキ科 モチノキ属） 伊豆諸島に広く分布 

常緑広葉樹の⼩⾼⽊。森林に⽣育し、特に⾼標⾼で多くなる。
⾵衝低⽊林では優占林を形成する。葉は 1〜3cm と⼩型。品種の
オオバイヌツゲの葉は 2〜4cm と⼤型になる。伊⾖諸島のもの
をハチジョウイヌツゲとする⾒解があり、多くの資料はこの名
称が⽤いられている。品種のオオバイヌツゲは、伊⾖諸島の北部
（⼤島、神津島など）に分布するとされる。花は⽩⾊。果実は⿊
く熟する。本州から九州に分布。 
 
ツリガネニンジン Adenophora triphylla (Thunb.) A. DC. var. japonica 

(Regel) H. Hara （キク目 キキョウ科 ツリガネニンジン属） 伊豆諸島の一

部 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅱ類 

 海岸や海岸近くの草原に⽣育する多年草。夏緑⽣。伊⾖諸島のものは
ハマシャジンとする⾒解もある。⾼さ 50cm 程度。花は下向きに咲き、
淡い紫⾊。⽩⾊のものもある。花の形にも変異があり、花柱が花冠から
突き出るとされるが、⼤島以外の伊⾖諸島の個体は、花柱が花冠から突
き出ないものが多い。北海道から琉球に分布。 
 

ナンバンギセル（三宅島 2020 年 9 月、上條） 

ハチジョウコゴメグサ（八丈島2013年9月、

上條） 

ハチジョウコゴメグサ（八丈島

2013 年 9 月、上條） 

ハチジョウコゴメグサ（御蔵島

2013 年 10 月、上條） 

イヌツゲ。オオバイヌツゲに相当する。花が咲いている。

（大島 2020 年 7 月、上條） 

ツリガネニンジン。花柱が突き出る。（大島

2013 年 11 月、上條） 
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シマホタルブクロ Campanula microdonta Koidz. （キク目 キキョウ科 ホタルブクロ属） 伊豆諸島に広く分布 伊豆

諸島固有種 

 海岸近くの草原、海岸近くの法⾯などに⽣育する多年草。⾼さ 30〜100cm。崖などに⽣育する個体は、垂れ
下がるように⽣育する。花は⽩⾊で 4〜7cm。⼤島では紫⾊の斑を持つものも多い。また、⼤島以南の個体は花
が⼩さい。伊⾖諸島固有種。近縁種はホタルブクロとヤマホタルブクロ。伊⾖半島にも形態的に似た個体が分
布する。 

 
 
 
 
 
 
 

 
キキョウ Platycodon grandiflorus (Jacq.) A. DC. （キク目 キキョウ科 キキョ

ウ属） 伊豆諸島の一部 環境省 RDB：絶滅危惧Ⅱ類 東京都 RDB：絶滅種

（生育確認されており、絶滅種ではない） 

 草原や矮性低⽊林に⽣育する多年⽣草本。⾼さ 50cm 程度。花は⻘紫⾊。
栽培品種も多い。北海道から奄美諸島に分布。 
 
ハチジョウアザミ Cirsium hachijoense Nakai （キク目 キク科 アザミ属） 伊

豆諸島に広く分布 伊豆諸島固有種 

 草原、落葉樹林の林床、林縁などに⽣育
する多年草。葉に刺があるが、触ってもい
たくない個体もある。花は紫⾊。形態的な
変異は⾮常に⼤きい。 
 
 
 

ツリガネニンジン。花柱が突き出

ない。（神津島 2020 年 7 月、上

條） 

ツリガネニンジン。花柱が突き出

ない。（三宅島 2020 年 9 月、上

條） 

ツリガネニンジン（三宅島 2020 年 9

月、上條） 

シマホタルブクロ。紫色

の斑がある。（大島 2015

年 9 月、上條） 

シマホタルブクロ（大島

2020 年 8 月、上條） 
シマホタルブクロ（神津

島 2014 年 7 月、上條） 

シマホタルブクロ（三

宅島 2014 年 8 月、上

條） 

シマホタルブクロ（八

丈小島 2019 年 7 月、

上條） 

キキョウ（神津島 2015 年 8 月、上條） 

ハチジョウアザミ（三宅島 2020 年

9 月、上條） 

ハチジョウアザミの群生（八丈小島

2019 年 7 月、上條） 
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ミクラシマトウヒレン Saussurea mikurasimensis (Kitam.) Kadota （キク目 キク科 

トウヒレン属） 伊豆諸島の一部 伊豆諸島固有種 環境省：絶滅危惧ⅠA 類 東京

都 RDB：絶滅危惧Ⅰ類（記載名はミクラジマトウヒレン） 

 草原的な環境に⽣育する多年草。花は淡い紅紫⾊。伊⾖諸島固有種。御蔵島
固有種。 
 
 

ワダン Crepidiastrum platyphyllum (Franch. et Sav.) Kitam. （キク目 キク科 ア

ゼトウナ属） 伊豆諸島に広く分布 

 海岸に⽣育する多年草。葉は⼤きく厚い。⽩⾊を帯び、ちぎると⽩⾊の液が
出てくる。花は⻩⾊。夏から秋に咲く。伊⾖諸島、千葉、神奈川、静岡に分布
する。 
 
 
ツワブキ Farfugium japonicum (L.) Kitam. var. japonicum （キク目 キク科 ツワ

ブキ属） 伊豆諸島に広く分布 

 海岸や海岸近くの低⽊林や森林の林床、法⾯などに⽣育する多年草。常緑性。
葉は⼤きく丸く、表⾯は光沢がある。花は⻩⾊。秋から冬。葉柄が⾷⽤になる。
本州から琉球に分布。 
 
モミジガサ Parasenecio delphiniifolius (Siebold et Zucc.) H. Koyama （キク目 キク科 コウモ

リソウ属） 伊豆諸島の一部 

 ⽐較的明るい森林の林床や林縁に⽣育する多年草。落葉性。⾼さ 50 ㎝〜120cm。葉
は、深裂し、モミジの葉のようになる。名前の由来となっている。花は⽩⾊。若い葉
や茎は⾷⽤となる。北海道から九州に分布。 
 
ハマコンギク Aster microcephalus (Miq.) Franch. et Sav. var. littoricola 

(Kitam.) Nor. Tanaka （キク目 キク科 シオン属） 伊豆諸島に広く分布 

 草原、路傍、林縁などに⽣育する多年草。⾼さ 30cm〜100cm 程度に
なる。花は⽩⾊。秋に咲くが、春に開花している個体もある。伊⾖諸島、
伊⾖半島、江ノ島に分布する。 
 
ハチジョウアキノキリンソウ Solidago virgaurea L. subsp. leiocarpa 

(Benth.) Hultén var. praeflorens （キク目 キク科 アキノキリンソ

ウ属） 伊豆諸島に広く分布 

 草原、路傍、林縁などに⽣育する多年草。⾼
さ 30cm〜70cm 程度になる。花は⻩⾊。秋に
咲く。関東から伊⾖諸島に分布する。 
 
 
 
 

ミクラシマトウヒレン（御蔵島 2010

年 6 月、上條） 

ワダン（三宅島 2017 年 11 月、島崎） 

ツワブキ（三宅島 2016 年 3 月、島崎） 

モ ミ ジ ガ サ

（利島 2014

年 9 月、八

木） 

ハマコンギク

（大島 2012 年

10 月、上條） 

ハチジョウアキノキリンソウ（大島

2012 年 10 月、前田） 

ハチジョウアキノキリンソウ。小型で開

花した個体。（大島 2013 年 11 月、上

條） 



48 
 

イソギク Chrysanthemum pacificum Nakai 

（キク目 キク科 キク属） 伊豆諸島に

広く分布 

 海岸に⽣育する多年草。常緑。海岸で
は優占することも多く、伊⾖諸島を代
表する海岸植物。葉は厚い。裏⾯は⽑に
覆われ銀⽩⾊。花は⻩⾊。⽢く感じる強
い⾹りがある。伊⾖諸島、伊⾖半島、関
東の海岸に分布。 
 
トベラ Pittosporum tobira (Thunb.) W. T. Aiton （セリ目 トベラ科 トベラ属） 伊豆諸島に広く分布 

 海岸の低⽊林の主要構成樹種。優占することも多い。常緑広葉の⼩⾼⽊。葉が裏側に巻くのが特徴的。花は⽩
⾊で古くなると⻩⾊になる。果実は熟すと割れ、⾚い種⼦が出てくる。種⼦の表⾯は油分に富み、触るとねばね
ばする。本州から琉球に分布。 

 
 

タラノキ Aralia elata (Miq.) Seem. （セリ目 ウコギ

科 タラノキ属） 伊豆諸島の一部 

 伐採などの攪乱を受けた場所に⽣育する落葉
広葉樹。⾼さ 3〜5ｍになる。葉は⼤きく、50〜
100cm。2〜3 回⽻状複葉。⼩葉は 5〜10cm。裏
⾯はやや⽩⾊を帯びる。葉と茎に刺がある。花は
⼩さく⽩⾊。果実は⿊く熟す。伊⾖諸島のタラノ
キ属は、本種とシチトウタラノキからなる。神津
島以南がシチトウタラノキとされるが、神津島
より北にも、ウラジロタラノキの特徴を持つと思われる個体がある。新芽や若葉は⾷⽤となる。北海道から九
州に分布。 
 
シチトウタラノキ Aralia ryukyuensis (J. Wen) T. Yamaz. var. inermis (Yanagita) T. Yamaz.（セリ目 ウコギ科 タラノ

キ属） 伊豆諸島の一部 

 伐採などの攪乱を受けた場所に⽣育する落葉広葉樹。⾼さ 3〜5ｍになる。葉は⼤きく、50〜100cm。2〜3 回
⽻状複葉。⼩葉は 5〜10cm。裏⾯は⽩⾊。刺はなく、あっても少ない。花は⼩さく⽩⾊。果実は⿊く熟す。伊
⾖諸島のタラノキ属は、本種とタラノキからなる。伊⾖諸島のタラノキ属は、本種とシチトウタラノキからな
る。神津島以南がシチトウタラノキとされるが、神津島より北にも、ウラジロタラノキの特徴を持つと思われ
る個体がある。 

イソギク（三宅島 2016 年 4 月、菊

地） 

イソギクの優占群落（八丈小島 2019 年 7

月、上條） 

トベラ（三宅島 2019 年 6 月、上條） トベラ（三宅島 2016 年 3 月、穴原） トベラ（三宅島 2017 年 11 月、島崎） 

タラノキ（大島 2020 年 8 月、上條） タラノキ（大島 2020 年

8 月、上條） 
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カクレミノ Dendropanax trifidus (Thunb.) Makino ex H. Hara （セリ目 ウコギ科 

カクレミノ属） 伊豆諸島に広く分布 

 常緑広葉樹林の構成種の⼀つ。常緑⼩⾼⽊。⾼さ 5〜7m。葉は⻑さ 5〜
10cm。葉は 3 裂するが、⼩型の葉は 3 裂しない。花弁は淡い⻩緑⾊。果実は
⿊く熟す。本州から琉球に分布。 
 
アシタバ Angelica keiskei (Miq.) Koidz. （セリ目 セリ科 シシウド属） 伊豆諸島に広く分布  
 林縁、落葉広葉樹林の林床、路傍などに⽣育する多年草。⾼さ 50〜120cm。それ以上になることもある。葉
は 1〜2 回 3 出複葉。茎や葉はちぎると⻩⾊い液が出る。花は淡い⻩⾊。若い葉や茎は⾷⽤となり、伊⾖諸島で
は広く栽培もされている。 

 
 

 
ボタンボウフウ Peucedanum japonicum Thunb. （セリ目 セリ科 ハクサンボウフウ

属） 伊豆諸島に広く分布 

 海岸に⽣育する多年草。⾼さ 60〜100cm。葉は 3 出複葉か 1〜2 回 3 出複
葉。葉は厚く、⻘⽩い。⾷⽤となる。本州から琉球に分布。 
 
 
  

シチトウタラノキ（青ヶ島 2019 年 10 月、上條） シチトウタラノキ。刺の全く

ない個体（三宅島 2019 年 9

月、上條） 

シチトウタラノキ。刺が少しあ

る個体（三宅島 2019 年 7 月、

上條） 

カクレミノ（三宅島 2007 年 3 月、上條） 

アシタバ（三宅島 2020 年 7 月、上條） アシタバ（三宅島 2019 年 9 月、上條） アシタバの新芽（利島 2015 年 4 月、上條） 

アシタバ。茎から黄色い

液が出る。（三宅島 2020

年 7 月、上條） 

アシタバ畑。緑陰としてオオ

バヤシャブシが植栽されて

いる（三宅島 2020 年 7 月、

上條） 

ボタンボウフウ（三宅島 2019 年 6 月、上條） 
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オオカメノキ Viburnum furcatum Blume ex Maxim. （マツムシソウ目 ガマ

ズミ科 ガマズミ属） 伊豆諸島の一部 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅰ類 

 ⾼標⾼の雲霧林やササ草原に⽣育する落葉低⽊。葉は丸く対⽣する。
花は⽩⾊。果実は⾚く熟する。冷温帯から亜⾼⼭帯の樹種であり、温暖
な伊⾖諸島に⽣育していることは着⽬される。北海道から九州に分布。
伊⾖諸島では御蔵島にのみ分布。 
 
 
ハクサンボク Viburnum japonicum (Thunb.) Spreng. var. japonicum （マツ

ムシソウ目 ガマズミ科 ガマズミ属） 伊豆諸島に広く分布 

常緑広葉樹林に⽣育する常緑低⽊。葉は対⽣する。花は⽩⾊。果実は
⾚く熟する。本州から琉球に分布。 
 
 
 
シマガマズミ Viburnum brachyandrum Nakai （マツムシソウ目 ガマズミ科 

ガマズミ属） 伊豆諸島の一部 伊豆諸島固有種 環境省 RDB：絶滅危惧Ⅱ

類 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅱ類 

⾼標⾼の雲霧林に⽣育する落葉低⽊。葉は対⽣する。花は⽩⾊。果実
は⾚く熟する。伊⾖諸島の固有種。 
 
 
スイカズラ Lonicera japonica Thunb. var. japonica （マツムシソウ目 ガマズ

ミ科 スイカズラ属） 伊豆諸島に広く分布 

 海岸、林縁、伐採などの攪乱跡
地、落葉広葉樹林に⽣育するツル
植物。葉は対⽣し、有⽑。花は⽩
⾊の後、淡い⻩⾊となる。芳⾹が
ある。果実は⿊く熟す。北海道か
ら琉球に分布。 
 
オトコエシ Patrinia villosa (Thunb.) 

Juss. （マツムシソウ目 スイカズ

ラ科 オミナエシ属） 伊豆諸島の

一部 

 林縁、伐採などの攪乱跡地に
⽣育する多年草。落葉性。⾼さ 50
〜80cm。花は⽩⾊。北海道から
奄美に分布。伊⾖諸島のものは、
本州と⽐べ、⾼さに対して茎が
太く、節間も短い。 
 

オオカメノキ（御蔵島、星野） 

ハクサンボクの花（三宅島 2016 年 3 月、穴原） 

シマガマズミの花（神津島 2015 年 5 月、上條） 

スイカズラ（三宅島 2016 年 4 月、菊池） 

オトコエシ（三宅島 2019 年 9 月、上條） 

スイカズラ（三宅島 2020 年 5 月、上條） 

オトコエシの花（三宅島 2019 年 9 月、上條）
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シマキンレイカ Patrinia kozushimensis Honda (Honda) （マツムシソウ

目 スイカズラ科 オミナエシ属） 伊豆諸島の一部 伊豆諸島固有種 

環境省 RDB：絶滅危惧ⅠA 類 東京都 RDB：絶滅危惧Ⅰ類 

 神津島と御蔵島の⾼標⾼域の草原や岩場に⽣育する多年草。夏緑
⽣。花は⻩⾊。伊⾖諸島固有種。 
 
  
 
ニオイウツギ Weigela coraeensis Thunb. var. fragrans (Ohwi) H. Hara （マツムシソウ目 スイカズラ科 タニウツギ

属） 伊豆諸島固有変種 

 落葉広葉樹林や低⽊林に⽣育する落葉広葉樹低⽊。新しい⽕⼭噴⽕跡地や⼟砂崩れ跡地の先駆樹種。⾼標⾼
地で多くなる傾向になる。葉は対⽣。花は⽩⾊、その後⾚味を帯びる。芳⾹がある。ハコネウツギの変種。伊⾖
諸島の固有変種。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シマキンレイカ（御蔵島、星野） 

ニオイウツギ（三宅島 2018 年 5 月、上條） ニオイウツギ（大島 2020 年 7 月、上條） 
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用語説明 

亜種：分類における種の下の区分。 
RDB：絶滅危惧種のリストのこと。 
イチジク状花：クワ科イチジク属に特有の花のこと。 
⽻状複葉：⿃の⽻⽑のような分かれ⽅をする複葉のこと。 
雲霧林：雲霧覆われることが多く、多湿環境の森林のこと。 
塊茎：多年草の地下茎で、⽣育不適期に⽔と栄養素を蓄え、塊

状になったもの。 
花冠：花弁（花びら）の集まり。合着している場合もある。 
がく（萼）：花冠の基部の葉にも類似した部位。 
花序：茎を中⼼とした花の集合のこと。その付き⽅のこと。 
花托：花が付く部分。 
花弁：花びらのこと。 
花被：花弁（花びら）とがくの区別が明瞭でない場合に⽤いる

名称。 
花被⽚：⼀つ⼀つの花被のこと。 
花穂：花の集まりが穂（稲穂）のような形になるもの。 
果穂：果実の集まりが穂（稲穂）のような形になるもの。 
偽茎：地下から伸びた葉の葉鞘（通常は茎を覆う部分）が、地

上で茎のように⾒えるもの。 
極相林：植⽣遷移が進⾏して、これ以上変化しなくなった森林

のこと。 
鋸⻭：葉の回りのギザギザのこと。 
菌従属栄養植物：菌類から栄養を得て⽣活する植物。 
互⽣：茎に対して葉が対になって出ること。 
固有種：伊⾖諸島の場合、元々、伊⾖諸島のみに⽣育する種。 
固有変種：伊⾖諸島の場合、元々、伊⾖諸島のみに⽣育する変

種。 
3 回⽻状複葉：⽻状複葉が 3 回繰り返される複葉。 
3 回 3 出複葉：３出葉が 3 回繰り返される複葉。 
三⾏脈：葉の主脈（中央の脈）の基部から、太めの脈が左右に

出る様⼦を指す。 
準固有種：伊⾖諸島の場合、伊⾖諸島に分布の中⼼がある⼀⽅

で、本州の近隣などにも分布が確認される種のこと。 
掌状複葉：てのひら状に⼩葉が分かれている複葉のこと。 
⼩葉：複葉において、１枚の葉の中で分かれている⼀つ⼀つの

葉のこと。 
⼼形：葉の場合、葉の基部がハート型にへこむこと。 

唇弁：ラン科の花の花被⽚の⼀つ。⾆状に下に下がっている 1
枚。スミレ科の花にも⽤いられる。 

深裂：葉の裂け⽅のこと。裂け⽬が深い場合に、深裂と呼ぶ。 
節間：茎から葉が出ている場所同⼠の間のこと。 
総状花序：下から上へ咲いてゆく花序のこと。 
装飾花：ガクアジサイなどの花序において、花序の周辺のよく

⽬⽴つ特徴的な花のこと。 
側花弁：ラン科の花の花被⽚の⼀つ。左右上側の 2 枚を指す。 
対⽣：茎に対して葉が互い違いに出ること。 
多⾁：葉に⽔分を多く含み、厚くなっている葉のこと。 
窒素固定：空中窒素（窒素分⼦）を吸収すること。微⽣物と共

⽣する⼀部の植物を除き、空中窒素（窒素分⼦）を植物は利⽤
できない。 

2 回⽻状複葉：⽻状複葉が 2 回繰り返される複葉。 
2 回 3 出複葉：３出葉が 2 回繰り返される複葉。 
⼆次林：⼈間活動による伐採、⽕⼊れ、耕作地の放棄の後に成

⽴した森林。 
芒（のぎ）：イネ科やカヤツリグサ科においては、鱗⽚の先にあ

る棘状の突起のことを指す。 
尾状花序：カバノキ科、ブナ科などの科でみられる花序。花が

中央の茎の周りに密に付き、垂れ下っていることが多い。 
品種：分類における変種の下の区分 
複葉：１枚の葉が複数の部位（⼩葉）に分かれている葉。 
仏炎苞：サトイモ科の植物において、花序を覆う苞のこと。 
変種：分類における亜種の下の区分 
萌芽：樹⽊の根元から、新たな枝（茎）が出ること。伐採され

た後に株から、新たな枝（茎）が出ること。 
放線菌：微⽣物の⼀つ。オオバヤシャブシの根粒において窒素

固定を⾏うのは放線菌。 
油点：ミカン科などの葉に⾒られる⼩さな油が溜まったもの。

点状に⾒える。 
鱗茎：地下茎の⼀種。多⾁になった鱗状の葉を重なるようにつ

けているもの。 
林床：森林内に⽣育する草本植物や低⽊のこと。 
鱗⽚：イネ科やカヤツリグサ科においては、花の脇から花を覆

うように出る部分のことを指す。 
漏⽃状：花冠の形が漏⽃状のこと。 
矮性低⽊：特に⾼さが低い低⽊林のこと。 

⽤語説明の補⾜図 

互生 対生 心形の葉の例

葉柄

葉身

３出複葉 ３回３出複葉２回３出複葉

羽状複葉 ２回羽状複葉 ３回羽状複葉

小葉

総状花序

背がく片

側花片

側がく片

唇弁

ランの花
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伊豆諸島に分布する植物名索引

（植物図鑑の部分のみ） 
 
アオキ   42 
アオノクマタケラン  22 
アカメガシワ  35 
アケボノシュスラン  19 
アシタバ   49 
アツバスミレ  35 
アマクサギ  44 
アリドオシ  42 
イズイワギボウシ  22 
イズノシマウメバチソウ 34 
イズノシマダイモンジソウ 27 
イズノシマホシクサ  23 
イソギク   48 
イソマツ   37 
イソヤマテンツキ  24 
イヌツゲ   45 
イヌビワ   29 
イヌマキ   10 
ウエマツソウ  14 
ウツギ   38 
ウラシマソウ  12 
エゴノキ   40 
エノシマススキ  25 
エビネ   17 
オオカメノキ  50 
オオキリシマエビネ  17 
オオシマカンスゲ  23 
オオシマザクラ  31 
オオシマシュスラン  19 
オオシマツツジ  41 
オオシマハイネズ  10 
オオツルコウジ  39 
オオバイヌツゲ  45 
オオバエゴノキ  40 
オオバヤシャブシ  33 
オオムラサキシキブ  43 
オオモミジ  36 
オキナワハイネズ  10 
オサラン   19 
オトコエシ  50 
オニドコロ  14 
カキラン   18 
ガクアジサイ  38 
カクレミノ  49 
カゴメラン  19 
カジイチゴ  31 
カラスザンショウ  36 
キキョウ   46 
キブシ   36 
キボウシノ  24 
キリシマノガリヤス  24 
キンラン   17 
クサギ   44 
クロマツ   10 
コウヅエビネ  17 
コウヅシマヤマツツジ 41 
コクラン   20 
サクノキ   26 
サクユリ   16 
サネカズラ  11 

サルトリイバラ  15 
シキミ   11 
シチトウエビヅル  28 
シチトウスミレ  35 
シチトウタラノキ  48 
シマウチワドコロ  14 
シマガマズミ  50 
シマキンレイカ  51 
シマクサギ  44 
シマササバラン  20 
シマタヌキラン  23 
シマテンナンショウ  13 
シマナガバヤブマオ  30 
シマノガリヤス  24 
シマホタルブクロ  46 
シマヤマブキショウマ 31 
シャシャンボ  41 
シャリンバイ  32 
シュスラン  20 
ショウジョウバカマ  15 
シロシャクジョウ  13 
シロダモ   12 
シロバナハマナデシコ 37 
スイカズラ  50 
スカシユリ  15 
ススキ   25 
スダジイ   32 
セッコク   18 
センニンソウ  26 
センブリ   42 
ソナレセンブリ  42 
タイトゴメ  28 
タヌキノショクダイ  13 
タブノキ   11 
タメトモユリ  16 
タラノキ   48 
ツゲ   26 
ツチアケビ  18 
ツリガネニンジン  45 
ツルオオバマサキ  34 
ツルコウジ  39 
ツワブキ   47 
テイカカズラ  42 
テリハノイバラ  30 
テリハノブドウ  28 
トゲナシカラスザンショウ 36 
トゲナシサルトリイバラ 15 
トコロ   14 
トベラ   48 
ナギラン   18 
ナツエビネ  17 
ナンバンギセル  45 
ニイジマスミレ  35 
ニオイウツギ  51 
ニオイエビネ  17 
ハクサンボク  50 
ハコネコメツツジ  40 
ハチジョウアキノキリンソウ 47 
ハチジョウアザミ  46 
ハチジョウイタドリ  37 
ハチジョウイチゴ  31 
ハチジョウイヌツゲ  45 
ハチジョウイボタ  43 
ハチジョウオトギリ  35 

ハチジョウキブシ  36 
ハチジョウギボウシ  22 
ハチジョウグワ  29 
ハチジョウコゴメグサ 45 
ハチジョウシュスラン 19 
ハチジョウショウマ  27 
ハチジョウススキ  25 
ハチジョウスズタケ  24 
ハチジョウチドリ  21 
ハチジョウツレサギ  21 
ハドノキ   30 
ハマオモト  22 
ハマカンゾウ  21 
ハマゴウ   44 
ハマコンギク  47 
ハマサオトメカズラ  42 
ハマシャジン  45 
ハマナタマメ  28 
ハマナデシコ  37 
ハマヒルガオ  43 
ハマボッス  39 
ヒゲスゲ   23 
ヒサカキ   39 
ヒナノシャクジョウ  13 
ヒメトケンラン  21 
ヒメユズリハ  27 
フウトウカズラ  11 
ヘクソカズラ  42 
ベンテンツゲ  26 
ホウチャクソウ  15 
ホザキノフサモ  28 
ボタンボウフウ  49 
ホルトノキ  34 
ホンゴウソウ  14 
マイヅルソウ  22 
マメヅタラン  16 
マルバアキグミ  29 
マルバシャリンバイ  32 
ミクラザサ  24 
ミクラシマトウヒレン 47 
ミヤマシキミ  36 
ムギラン   17 
ムベ   25 
メダケ   24 
モウセンゴケ  37 
モミジガサ  47 
ヤクシマアカシュスラン 20 
ヤナギイチゴ  30 
ヤブコウジ  39 
ヤブツバキ  40 
ヤブニッケイ  11 
ヤマグルマ  26 
ヤマノイモ  13 
ヤマモモ   33 
ユウコクラン  20 
ユウシュンラン  18 
ユズリハ   27 
ヨウラクラン  21 
ラセイタソウ  29 
ラセイタタマアジサイ 38 
リュウノヒゲモ  13 
リョウブ   40 
ワダン   47 
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